
一
、
は
じ
め
に

四
十
九
日
は
、
葬
式
後
の
節
目
と
な
る
日
で
あ
り
、
こ
の
日
を
も
っ
て
忌
が
明
け
る
と
い
う
地
域
が
広
く
み
ら
れ
る
。
こ
の
日
に

餅
を
搗
く
地
域
は
全
国
的
に
確
認
で
き
、
忌
明
け
と
餅
と
の
関
係
が
推
察
さ
れ
る
。
餅
の
意
味
及
び
扱
い
に
関
す
る
伝
承
は
多
様

で
あ
る
が
、
必
ず
し
も
忌
明
け
と
結
び
つ
い
て
は
い
な
い
。
葬
送
儀
礼
が
遺
体
処
理
と
魂
の
処
理
の
観
念
の
基
に
行
わ
れ
る
こ
と

は
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
が
〔
林　

二
〇
一
六
〕、
四
十
九
日
の
餅
に
関
し
て
も
、
魂
と
の
関
連
で
捉
え
ら
れ
て
い
る
地
域
が
み
ら

れ
、
四
十
九
日
の
餅
の
成
立
の
複
雑
さ
、
及
び
死
後
観
念
の
重
層
性
が
み
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
餅
を
搗
か
な
い
地
域
も
見
受
け
ら
れ

る
。
埼
玉
県
児
玉
郡
神
川
町
渡
瀬
で
は
、
祭
壇
に
枕
団
子
と
同
様
の
団
子
が
供
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
あ
り
、
家
の
向
か
い
に
あ
る

蕎
麦
屋
で
献
杯
し
て
食
事
を
し
た
〔
林　

一
九
九
七　

一
八
〕。
ま
た
東
京
都
大
田
区
で
も
四
十
九
餅
は
搗
か
な
い
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
（
筆
者
調
査
）。

そ
も
そ
も
「
四
十
九
日
」
を
一
つ
の
節
目
と
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
い
つ
ご
ろ
で
あ
ろ
う
か
。『
蜻
蛉
日

記
』
に
は
親
の
死
に
あ
た
り
、「
四
十
九
日
の
こ
と
、
誰
も
缺
く
事
な
く
て
、
家
に
て
ぞ
す
る
。
我
知
る
人
大
方
の
事
を
行
ひ
た
め

れ
ば
、
人
々
多
く
さ
し
あ
ひ
た
り
。
我
が
志
し
け
る
佛
を
ば
書
か
せ
た
る
。
其
の
日
過
ぎ
ぬ
れ
ば
、
皆
お
の
が
じ
し
行
き
別
れ
ぬ
。」

と
記
さ
れ
て
い
る
〔
國
民
圖
書
株
式
會
社　

一
九
二
五　

五
九
〕。
こ
れ
か
ら
遅
く
と
も
、
一
〇
世
紀
後
半
に
は
貴
族
の
間
で
は
、

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て 　
　
　
　
　

林　

英
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意
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に
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い
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「
四
十
九
日
」
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
日
に
一
族
が
集
ま
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
死
後
供
養
の
一
区
切
り
と
考
え
ら
れ
て

い
た
こ
と
、
ま
た
「
我
が
志
し
け
る
佛
を
ば
書
か
せ
た
る
。」
と
の
一
文
か
ら
、「
四
十
九
日
」
が
仏
教
観
念
を
背
景
と
し
て
認
識
さ

れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
「
餅
」
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
本
論
は
「
四
十
九
日
の
餅
」
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
葬
儀
と

そ
の
後
の
死
者
に
対
す
る
観
念
、
さ
ら
に
は
残
さ
れ
た
人
の
意
識
を
検
討
す
る
。
こ
の
検
討
は
、
今
後
の
我
々
の
「
死
」
を
考
え
る

上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
死
後
生
の
問
題
と
も
関
係
す
る
た
め
で
あ
る
。
な
お
、
四
十
九
日
に
作
ら
れ
る
餅
に
つ
い
て
は
様
々

な
名
称
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
四
十
九
日
」
に
重
き
を
お
い
て
、
総
称
と
し
て
「
四
十
九
日
の
餅
」
と
す
る
。

　二
、「
四
十
九
日
」
と
忌
明
け
の
問
題

（
一
）「
四
十
九
日
」
と
忌
明
け
の
関
係

柳
田
國
男
は
「
食
物
と
心
臓
」
の
中
で
「
忌
に
籠
つ
て
死
者
と
連
繋
し
た
食
物
を
取
つ
て
居
た
人
々
も
、
時
來
れ
ば
是
と
分
離
し

て
、
普
通
の
生
活
に
復
つ
て
來
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
が
、
そ
れ
に
も
明
ら
か
な
る
方
式
が
あ
つ
て
、
今
日
で
は
通
例
「
四
十
九
餅
」
と

呼
ば
れ
て
居
る
。
七
々
四
十
九
日
の
満
了
を
以
て
「
精
進
上
げ
」、
又
は
「
山
あ
が
り
」
の
期
限
と
す
る
こ
と
は
、
い
つ
か
ら
始
ま

つ
た
か
知
ら
ぬ
が
我
邦
で
は
一
般
の
慣
習
に
な
つ
て
居
る
。
元
は
或
は
五
十
日
で
あ
つ
た
の
を
、
七
日
毎
の
佛
事
が
行
は
れ
て
、
斯

う
い
ふ
勘
定
に
な
つ
た
の
で
は
無
い
か
と
思
ふ
。
此
終
期
が
到
達
す
れ
ば
乃
ち
「
食
ひ
別
れ
」
の
行
事
が
あ
る
の
で
あ
る
。
土
地
に

よ
つ
て
少
し
づ
ゝ
は
ち
が
ふ
。
大
體
に
一
臼
の
餅
を
搗
い
て
、
是
を
四
十
九
の
小
餅
に
取
り
、
又
は
同
じ
數
に
切
る
も
の
が
今
で
は

多
い
が
、
其
數
は
後
に
き
ま
つ
た
の
で
、
以
前
は
忌
に
參
與
し
た
生
人
の
間
に
、
分
配
し
た
迄
の
も
の
で
あ
つ
た
ら
う
。」
と
述
べ

る
〔
柳
田　

一
九
六
二　

二
六
八
〕。
ま
た
井
之
口
章
次
は
『
佛
教
以
前
』
で
「
新
潟
県
三
面
村
の
餅
ア
ケ
が
、
元
は
四
十
九
日
の

行
事
で
あ
っ
た
の
に
、
今
の
葬
式
の
翌
々
日
に
四
十
九
の
餅
を
供
え
て
二
人
で
引
っ
張
っ
て
ち
ぎ
る
（
布
部
郷
土
誌
）
如
く
、
引
っ
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張
り
餅
の
お
こ
な
わ
れ
る
期
日
そ
の
も
の
は
、
む
し
ろ
本
質
的
な
問
題
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
期
日
や
方
式
に
少
し
ず
つ
の
違
い
は

あ
る
が
、
四
十
九
日
の
中
陰
明
け
の
こ
ろ
に
、
四
十
九
の
餅
を
つ
く
風
が
広
い
、
愛
知
県
の
佐
久
島
で
は
、
三
十
五
日
は
三
十
五
箇
、

四
十
九
日
に
は
四
十
九
箇
の
カ
ブ
ノ
餅
を
作
っ
て
、
身
寄
り
の
者
が
食
う
も
の
と
し
て
い
る
よ
う
に
（
海
村
手
帖
、
瀬
川
清
子
氏
）、

四
十
九
と
い
う
数
字
は
、
仏
教
が
七
日
毎
の
日
を
重
ね
て
四
十
九
日
目
に
重
き
を
お
い
た
た
め
に
、
そ
れ
に
準
じ
て
統
一
さ
れ
た
に

過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
分
配
し
や
す
い
小
餅
を
多
く
作
る
必
要
が
元
で
あ
っ
た
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
指
摘
す
る
〔
井
之
口

一
九
五
四　

一
四
六
～
一
四
七
〕。
柳
田
の
「
精
進
あ
が
り
」「
山
あ
が
り
」、
井
之
口
の
「
餅
ア
ケ
」
は
忌
明
け
を
意
味
す
る
と
考

え
ら
れ
る
。
柳
田
・
井
之
口
は
と
も
に
、
忌
明
け
が
「
四
十
九
日
」
と
な
る
こ
と
は
、
仏
教
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
す
る
が
、
特
に

井
之
口
は
餅
を
搗
く
日
が
地
域
に
よ
り
異
な
る
こ
と
を
踏
ま
え
な
が
ら
も
、
仏
教
の
「
四
十
九
日
」
の
観
念
に
重
き
を
置
い
て
い
る
。

そ
の
理
由
は
「
分
配
し
や
す
い
小
餅
を
多
く
作
る
必
要
が
元
」
と
い
い
、
現
実
的
問
題
に
仏
教
が
影
響
し
た
と
読
め
る
。
い
ず
れ
に

し
て
も
、
餅
で
「
食
い
別
れ
」
や
「
分
配
」
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
そ
れ
が
忌
明
け
と
結
び
付
い
た
と
す
る
。
先
に
み

た
よ
う
に
、『
蜻
蛉
日
記
』
に
は
、「
四
十
九
日
」
が
特
別
の
日
で
あ
り
、
一
区
切
り
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
で
は
な
く
、
そ

こ
に
仏
教
的
色
彩
が
読
み
取
れ
た
。
た
だ
し
井
之
口
の
い
う
よ
う
な
「
七
日
毎
の
日
を
重
ね
て
」
に
相
当
す
る
記
述
は
見
当
た
ら
な

い
。と

こ
ろ
で
『
延
喜
式
』
に
は
、「
凡
觸
二

穢
惡
ノ

事
ニ　
　

一

應
レ

忌
者
。
人
ノ

死
ハ

限
卅
日
。（
自
二

葬
ノ

日
一

始
計
）
産
ハ

七
日
。」
と
あ
る
〔
皇

典
講
究
所
・
全
國
神
職
會　

一
九
二
九　

八
四
〕。
人
の
死
で
生
じ
る
忌
は
「
三
十
日
」
と
さ
れ
て
い
る
。
平
安
時
代
に
は
、
公
式

に
は
「
三
十
日
」
で
忌
明
け
と
さ
れ
て
い
た
。『
蜻
蛉
日
記
』
の
記
述
を
重
ね
て
み
る
な
ら
ば
、「
忌
」
が
重
層
的
に
意
識
さ
れ
て
い

た
こ
と
に
な
る
。
公
式
に
は
「
三
十
日
」
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
一
方
で
仏
教
的
感
覚
と
し
て
感
情
的
に
は
「
四
十
九
日
」
が
終
わ

っ
て
、
日
常
生
活
に
も
ど
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
規
定
と
し
て
の
「
忌
」
と
感
情
と
し
て
の
「
忌
」（
こ
れ
は
仏

教
に
基
づ
い
た
も
の
）
が
並
立
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

二
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「
四
十
九
日
」
を
忌
明
け
と
す
る
事
例
は
挙
げ
る
と
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
。
例
え
ば
、
平
野
伸
生
は
「
茨
城
県
の
葬
送
・
墓
制
」

の
中
で
、「
大
宮
町
で
は
こ
の
四
十
九
日
目
ま
で
を
親
の
死
に
対
し
て
子
ど
も
が
忌
み
の
期
間
と
さ
れ
、
し
た
が
っ
て
こ
の
日
に
搗

く
餅
を
イ
ミ
ア
ケ
モ
チ
（
忌
み
明
け
餅
）
と
い
っ
て
仏
壇
に
供
え
る
。」
と
報
告
し
て
い
る
〔
平
野　

一
九
七
七　

九
八
〕。
こ
の
伝

承
に
お
い
て
も
、
こ
の
よ
う
に
忌
の
期
間
は
四
十
九
日
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。

一
方
、『
草
津
市
史
』
に
は
「
初
七
日
か
ら
七
七
日
（
四
九
日
）
ま
で
喪
主
の
家
で
忌
が
な
さ
れ
」
る
が
「
七
七
日
が
済
ん
だ

五
〇
日
目
が
忌
明
け
で
あ
る
。」
と
の
報
告
す
る
〔
草
津
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
六　

五
七
〇
〕。『
延
喜
式
』
で
は
「
忌
」

は
「
三
十
日
」
と
さ
れ
て
い
た
。
す
る
と
こ
の
事
例
は
『
延
喜
式
』
由
来
で
も
仏
教
由
来
で
も
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
貞
享
三

年
（
一
六
八
六
）
に
出
さ
れ
た
「
服
忌
令
」（『
御
触
書
寛
保
集
成
』）
で
は
、
親
の
死
に
際
し
て
の
「
忌
」
は
「
五
十
日
」
と
な
っ

て
い
る
〔
高
柳
・
石
井
編　

一
九
三
四　

四
九
七
〕。
明
治
に
な
っ
て
も
「
服
忌
令
」
は
引
き
継
が
れ
た
。
明
治
七
年
（
一
八
七
四
）

に
出
さ
れ
た
「
太
政
官
布
告
第
百
八
号
」
に
は
「
服
忌
」
に
関
し
て
は
、「
京
家
ノ
制
」
と
「
武
家
ノ
制
」
が
あ
っ
て
不
都
合
な
の

で
、
こ
れ
か
ら
は
「
武
家
ノ
制
」
に
す
る
と
し
た
と
あ
る
〔
内
閣
官
報
局　

一
九
七
五　

一
五
〇
〕。
民
俗
伝
承
の
中
で
こ
の
「
服

忌
令
」
に
よ
る
「
五
十
日
」
が
「
四
十
九
日
」
と
一
日
違
い
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
旧
来
の
「
四
十
九
日
」
の
意
識
が
残
っ
た
地
域

と
、
草
津
市
の
事
例
の
よ
う
に
「
五
十
日
」
と
す
る
地
域
が
混
在
す
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

東
京
都
青
梅
市
の
旧
小
曾
木
村
に
伝
わ
る
『
市
川
家
日
記
』
が
あ
る
。
市
川
庄
右
衛
門
が
安
政
六
年
（
一
八
五
九
）
か
ら
明

治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
ま
で
書
き
綴
っ
た
日
記
で
あ
る
。
河
岡
武
春
の
「
解
題
」
に
よ
る
と
、「
庄
右
衛
門
家
は
小
布
市
に
あ

り
、
御
林
の
山
守
を
つ
と
め
て
い
た
が
、
政
治
色
が
な
く
、
篤
農
の
、
い
わ
ば
庭
場
の
ま
と
め
役
と
し
て
あ
っ
た
」
と
い
う
〔
河
岡

一
九
七
一　

五
六
九
〕。
こ
の
日
記
に
忌
明
け
の
期
間
が
明
確
に
わ
か
る
記
述
が
あ
る
。
慶
應
元
年
（
一
八
六
五
）
三
月
二
十
三
日

に
亡
く
な
っ
た
自
分
の
父
親
を
四
月
二
十
七
日
に
「
五
七
日
に
て
忌
明
の
法
事
致
し
」
と
あ
り
〔
市
川　

一
九
七
一　

五
九
五
〕、

慶
應
二
年
十
月
四
日
に
亡
く
な
っ
た
「
村
の
清
五
良
女
房
お
ふ
み
母
」
は
、
十
一
月
八
日
に
「
三
十
五
日
の
忌
明
け
の
法
事
」
が
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行
わ
れ
て
い
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

六
〇
一
〕。
江
戸
時
代
に
は
「
三
十
五
日
」
が
忌
明
け
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
明
治
十
年

（
一
八
八
七
）
十
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
っ
た
庄
右
衛
門
の
母
に
関
し
て
は
、
十
二
月
十
六
日
に
「
我
等
母
の
五
十
日
の
忌
明
法
事

致
し
」〔
市
川　

一
九
七
一　

六
三
〇
〕、
ま
た
明
治
十
二
年
十
月
二
十
九
日
に
亡
く
な
っ
た
市
川
重
左
衛
門
に
つ
い
て
は
、
十
二

月
十
七
日
に
「
五
十
日
の
忌
明
に
付
呼
れ
」
て
い
る
の
で
あ
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

六
三
三
〕。
明
治
十
年
・
十
二
年
の
記
述
は
、

明
治
政
府
の
出
し
た
「
服
忌
令
」
に
基
づ
い
た
も
の
と
い
え
る
。
し
か
し
、
明
治
十
七
年
九
月
一
日
に
亡
く
な
っ
た
「
村
の
綱
五
郎

父
政
右
衛
門
」
に
つ
い
て
は
、
十
月
十
九
日
に
「
綱
五
郎
父
の
忌
明
に
付
」〔
市
川　

一
九
七
一　

六
三
九
〕、
ま
た
明
治
二
十
三

年
一
月
八
日
に
亡
く
な
っ
た
鹽
舟
村
の
加
藤
才
次
郎
の
祖
母
の
忌
明
け
が
二
月
二
十
五
日
と
な
っ
て
い
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

六
四
五
〕。
ど
ち
ら
も
四
十
九
日
に
忌
明
け
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
明
治
二
十
四
年
八
月
三
日
に
亡
く
な
っ
た
市
川

伊
八
の
二
男
は
、
九
月
六
日
に
「
三
十
五
日
の
忌
明
け
に
付
呼
ば
れ
」
て
い
る
〔
市
川　

一
九
七
一　

六
四
六
〕。
以
上
の
こ
と
か

ら
、
江
戸
時
代
に
は
忌
の
期
間
は
「
三
十
五
日
」
で
あ
っ
た
が
、「
服
忌
令
」
に
よ
り
「
五
十
日
」
と
な
っ
た
が
、
ま
も
な
く
旧
来

の
期
間
に
戻
っ
て
い
っ
た
経
過
を
示
し
て
い
る
と
考
え
れ
ば
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。

加
藤
嘉
一
は
『
旅
と
伝
説
』
の
「
栃
木
縣
芳
賀
郡
地
方
」
で
、「
葬
儀
の
翌
日
は
初
七
日
と
言
ひ
て
、
念
佛
追
善
を
行
ひ
、
墓
参

を
な
す
」「
追
善
は
初
七
日
・
本
七
日
・
三
十
五
日
・
五
十
日
・
百
日
、
一
周
忌
、
三
年
忌
、
七
年
忌
、
十
三
年
忌
、
十
七
年
忌
、

三
十
三
年
忌
等
に
行
ふ
。」
と
記
し
て
い
る
〔
加
藤　

一
九
三
三
・
一
九
七
八　

六
八
・
八
一
二
〕。
加
藤
が
報
告
す
る
芳
賀
郡
地
方
で

は
、「
四
十
九
日
」
で
は
な
く
「
五
十
日
」
に
「
念
佛
追
善
」
が
行
わ
れ
た
。
草
津
市
史
の
事
例
と
と
も
に
、
仏
教
儀
礼
で
あ
り
な

が
ら
、「
五
十
日
」
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
、「
服
忌
令
」
に
引
き
付
け
ら
れ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

「
四
十
九
日
の
餅
」
を
「
忌
明
け
の
餅
」
と
す
る
地
域
が
広
く
み
ら
れ
る
こ
と
は
、「
四
十
九
日
」
を
忌
明
け
と
す
る
観
念
が
広
い

地
域
で
見
ら
れ
る
こ
と
と
対
応
す
る
。
新
藤
久
人
も
「
広
島
県
の
葬
送
・
墓
制
」
で
、
東
備
地
方
で
は
「
忌
明
け
餅
と
い
っ
て
一

升
の
米
で
四
十
九
個
の
餅
を
作
り
、
霊
前
に
供
え
て
か
ら
親
戚
や
近
所
へ
配
る
。」
と
報
告
し
〔
新
藤
久
人　

一
九
七
九　

一
四
八
〕、

二
三

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



ま
た
『
筑
紫
野
市
史　

民
俗
編
』
に
は
「
四
十
九
日
の
法
事
が
す
む
と
一
升
餅
を
搗
き
、
四
九
個
に
丸
め
て
寺
に
納
め
た
。〝
ヒ
ア

ケ
の
餅
〟
と
い
う
。」
と
あ
る
〔
筑
紫
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
九　

四
二
五
〕。「
ヒ
ア
ケ
」
は
「
忌
明
け
」
の
こ
と
で
あ

ろ
う
。
た
だ
し
山
形
県
米
沢
市
三
久
保
・
西
屋
敷
で
は
「
四
十
九
日
目
に
忌
ぬ
き
を
し
て
餅
を
搗
く
が
、
こ
の
忌
ぬ
き
が
終
え
る
ま

で
は
、
臼
を
な
ら
し
て
は
い
け
な
い
。」
と
の
報
告
が
あ
る
〔
置
賜
民
俗
学
会　

一
九
七
四
・
一
九
九
五　

七
三
・
六
一
一
〕。
こ
の
事

例
で
は
、
餅
を
搗
く
こ
と
で
忌
明
け
と
な
る
と
と
れ
、
忌
明
け
ゆ
え
に
餅
を
搗
く
と
は
必
ず
し
も
い
え
な
い
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ

る
。
で
は
、
な
ぜ
「
四
十
九
日
」
と
餅
が
結
び
つ
く
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
件
に
関
し
て
は
後
述
す
る
。

（
二
）「
別
れ
の
餅
」
の
問
題

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
、
柳
田
は
『
食
物
と
心
臓
』
の
中
で
、
こ
の
日
に
「
食
い
別
れ
の
行
事
を
し
た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ

れ
が
餅
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
こ
と
は
、
餅
が
死
者
と
の
別
れ
を
演
出
す
る
食
物
と
し
て
特
別
な
意
味
付
け
を
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
一
方
、『
草
加
市
史　

民
俗
編
』
に
は
「
五
〇
個
の
小
さ
な
丸
め
餅
を
作
る
。
こ
の
中
の
四
九
個
が
シ
ジ
ュ
ウ
ク
モ
チ

（
四
十
九
餅
）
で
、
十
三
仏
と
一
緒
に
お
寺
に
納
め
る
も
の
で
あ
る
。
残
り
の
一
つ
は
、
チ
カ
ラ
モ
チ
（
力
餅
）
と
か
ワ
カ
レ
ノ
モ

チ
（
別
れ
の
餅
）
と
呼
ん
で
い
る
。」
と
あ
る
〔
草
加
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
七　

六
六
七
〕。「
は
じ
め
に
」
で
述
べ
た
よ

う
に
、「
四
十
九
日
の
餅
」
の
呼
称
は
多
様
で
あ
る
が
、
草
加
市
の
事
例
か
ら
、
餅
が
必
ず
し
も
「
別
れ
」
の
た
め
の
食
物
と
し
て

だ
け
で
は
捉
え
き
れ
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。『
加
西
市
史
』
に
は
「
死
者
の
霊
魂
は
肉
体
は
死
ん
で
も
四
十
九
日
間
は
家
に
と
ど
ま

っ
て
い
た
が
、
こ
の
日
に
四
十
九
日
の
傘
の
餅
を
近
親
者
が
分
け
あ
っ
て
食
べ
る
と
死
霊
と
し
て
あ
の
世
に
旅
立
っ
て
い
く
日
で
あ

っ
た
。
こ
の
近
親
者
が
死
者
と
傘
の
餅
を
共
食
（
食
い
別
れ
）
を
し
て
あ
の
世
に
旅
立
っ
た
の
で
忌
明
け
と
も
い
っ
た
。」
と
あ
る

〔
加
西
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
〇
七　

三
九
六
〕。「
傘
の
餅
」
に
関
し
て
は
、
稿
を
改
め
る
が
、
近
畿
地
方
に
濃
密
に
分
布
す

る
「
四
十
九
日
の
餅
」
の
形
状
に
基
づ
く
呼
称
で
あ
る
。
加
西
市
の
事
例
で
は
最
後
の
共
食
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、
そ
の
後
の

旅
立
ち
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。『
香
川
県
史
』
に
よ
れ
ば
、
三
豊
郡
詫
間
町
荘
内
地
区
（
現
、
三
豊
市
）
で
は
「
四
十
九
日
ま
で
は
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霊
が
家
の
棟
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
そ
の
間
は
家
の
戸
口
を
閉
め
な
い
。
家
を
留
守
に
し
な
い
。
四
十
九
日
は
死
者
と
の
一
番

大
き
な
別
れ
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
日
を
過
ぎ
る
と
あ
と
は
サ
ン
マ
イ
へ
は
参
ら
な
い
。
四
十
九
日
に
は
餅
を
搗
く
。
鏡
餅
と
四
九

の
小
餅
を
供
え
る
。
小
餅
は
高
坏
ま
た
は
チ
ャ
ツ
（
柄
の
つ
い
た
塗
盆
）
に
盛
る
。
四
十
九
日
が
三
月
に
わ
た
る
時
は
ミ
ニ
カ
カ
ル

と
い
っ
て
三
十
五
日
に
繰
り
上
げ
る
。
た
だ
し
三
十
五
日
に
法
事
を
し
て
も
四
十
九
日
が
す
む
ま
で
は
朝
夕
サ
ン
マ
イ
へ
参
る
。」

と
あ
る
〔
香
川
県　

一
九
八
五　

六
五
二
〕。「
四
十
九
日
ま
で
は
霊
が
家
の
棟
に
留
ま
る
」
と
の
伝
承
は
全
国
的
に
確
認
で
き
る
。

三
豊
市
の
事
例
で
は
、
だ
か
ら
こ
そ
「
家
の
戸
口
を
閉
め
な
い
」「
家
を
留
守
に
し
な
い
」
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
こ
の
「
別
れ
」

の
意
識
は
家
に
留
ま
っ
て
い
た
霊
と
の
「
別
れ
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
四
十
九
日
ま
で
は
サ
ン
マ
イ
へ
参
る
が
、
そ
れ

を
過
ぎ
る
と
参
ら
な
い
と
い
い
、「
四
十
九
日
」
前
後
で
墓
に
対
す
る
意
識
変
化
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
サ
ン
マ
イ
に
参
ら
な

く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、「
霊
」
と
の
対
峙
の
仕
方
の
変
化
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
で
、
柳
田
は
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
で
「
ヒ
ッ
パ
リ
モ
チ
」
を
項
目
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、「
シ
ジ
フ
ク
モ
チ
」

に
つ
い
て
、「
餅
の
分
割
に
も
亦
作
法
が
あ
つ
た
。
或
は
桝
の
底
で
又
は
鍋
の
蓋
に
載
せ
て
切
り
、
或
は
二
人
引
張
り
合
つ
て
分
け
」

と
述
べ
て
い
る
が
〔
柳
田　

一
九
三
七　

一
九
二
〕、
同
様
の
事
例
は
散
見
す
る
。
例
え
ば
、
多
賀
城
市
で
「
兄
弟
餅
」
と
呼
ぶ
が
、

「
餅
を
引
き
ち
ぎ
る
と
き
鍋
の
取
手
（
高
橋
）、
枡
の
上
（
南
宮
）、
障
子
の
破
穴
（
南
宮
・
市
川
・
留
ケ
谷
）、
自
在
鉤
の
吊
手
（
東

田
中
・
笠
神
）、
敷
居
（
笠
神
）
な
ど
の
両
側
か
ら
兄
弟
が
引
き
合
う
。」
と
い
い
〔
多
賀
城
市
編
纂
委
員
会　

一
九
八
六　

五
六
〕、

静
岡
県
引
佐
町
（
現
、
浜
松
市
）
で
も
、「
四
十
九
日
の
餅
は
ど
こ
で
も
や
る
。
朝
つ
い
て
、
大
き
な
餅
一
つ
と
小
さ
な
餅
九
つ
を

お
寺
へ
供
え
る
。
大
き
な
餅
は
そ
の
ま
ま
返
し
て
く
れ
る
の
で
、
そ
れ
を
念
仏
が
終
っ
て
か
ら
敷
居
の
上
で
一
升
桝
を
裏
返
し
た
上

で
小
さ
く
切
り
、
こ
れ
に
塩
を
つ
け
て
敷
居
の
上
に
座
っ
て
食
べ
る
の
で
あ
る
。
敷
居
に
乗
る
な
と
言
う
の
は
こ
こ
か
ら
き
て
い

る
。」
と
い
う
〔
引
佐
町　

一
九
九
三　

一
二
五
五
〕。
堀
哲
は
『
三
重
県
の
文
化
伝
承
』
の
中
で
三
重
県
坂
下
村
（
現
、
関
町
）
で

は
「
忌
明
け
に
は
敷
居
を
間
に
し
て
両
方
か
ら
ジ
ョ
ォ
シ
ャ
キ
モ
チ
（
鏡
餅
）
を
引
っ
張
り
」
と
報
告
し
て
い
る
〔
堀　

一
九
七
八

二
五

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



二
六
三
〕。
三
浦
秀
宥
は
「
岡
山
県
の
葬
送
・
墓
制
」
で
、
落
合
町
栗
原
（
現
、
真
庭
市
）
で
は
「
一
升
の
米
で
四
十
九
個
の
餅
を

つ
き
、
そ
の
う
ち
一
つ
だ
け
を
「
ヒ
ザ
ノ
餅
」
と
い
っ
て
や
や
大
き
く
作
り
、
そ
れ
を
鍋
ぶ
た
の
上
に
の
せ
、
敷
居
を
ま
た
い
で
切

り
わ
け
、
塩
を
つ
け
て
血
の
濃
い
者
か
ら
順
に
配
っ
て
食
う
。
残
り
は
死
者
の
「
冥
途
の
弁
当
」
で
あ
る
と
い
っ
て
寺
に
持
っ
て
行

く
。」
と
報
告
す
る
〔
三
浦　

一
九
七
九　

一
九
二
～
一
九
三
〕。「
兄
弟
」
が
引
き
合
う
こ
と
で
、
現
世
の
今
後
が
占
わ
れ
る
と
の

性
格
も
み
ら
れ
る
が
、「
引
っ
張
り
合
う
」
場
所
に
注
視
し
た
い
。
多
賀
城
市
で
は
「
取
手
」「
枡
の
上
」「
障
子
の
破
穴
」「
自
在
鉤

の
吊
手
」「
敷
居
」
で
両
側
か
ら
と
あ
り
、
坂
下
村
で
は
「
敷
居
」、
落
合
町
で
は
「
鍋
ぶ
た
の
上
」「
敷
居
を
ま
た
ぐ
」
と
さ
れ
て

い
る
。「
取
手
」「
枡
の
上
」「
障
子
の
破
穴
」「
自
在
鉤
の
吊
手
」
は
非
常
に
不
安
定
な
場
所
を
示
す
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
そ
の
不
安

定
性
が
、
境
界
観
念
に
繋
が
る
と
考
え
る
。「
敷
居
」
は
、
ま
さ
に
「
境
界
」
で
あ
る
。「
境
界
」
で
引
っ
張
り
合
う
こ
と
に
意
味
を

も
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

近
藤
直
也
は
「
カ
リ
ヤ
の
民
俗
」
の
中
で
、「
死
後
す
ぐ
葬
式
を
行
な
っ
て
も
、
そ
う
簡
単
に
死
者
の
霊
は
他
界
へ
行
く
事
が
出

来
な
い
。
遺
族
た
ち
は
、
第
一
手
段
と
し
て
唐
鍬
・
手
斧
・
箕
・
箒
な
ど
を
持
っ
て
家
を
ま
わ
る
儀
礼
に
よ
っ
て
、
他
界
往
生
を
願

う
。
第
二
手
段
と
し
て
、
六
日
に
屋
根
や
死
者
の
寝
て
い
た
部
屋
に
、
ガ
ラ
タ
チ
・
蓬
・
笹
・
線
香
な
ど
の
臭
と
棘
に
よ
っ
て
、
死

者
の
霊
が
家
に
帰
ら
な
い
こ
と
を
願
う
。
同
時
に
、
膳
に
灰
を
持
っ
て
死
者
の
寝
て
い
た
部
屋
に
置
く
習
俗
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、

死
者
の
霊
の
再
生
を
確
認
し
て
い
る
。
第
三
手
段
と
し
て
、
最
後
の
駄
目
押
し
と
も
い
う
べ
き
、
カ
リ
ヤ
・
ム
イ
カ
ダ
ナ
を
、
六
日

ま
た
は
七
日
目
に
、
他
界
へ
の
入
り
口
と
思
わ
れ
る
川
・
谷
・
墓
地
へ
捨
て
に
行
く
の
で
あ
る
。
こ
の
六
日
の
時
点
で
、
死
者
の
霊

は
完
全
に
他
界
へ
追
い
払
わ
れ
」
る
と
、
徳
島
県
祖
谷
地
方
や
和
歌
山
県
有
田
郡
な
ど
の
事
例
か
ら
述
べ
る
〔
近
藤　

一
九
七
九　

一
五
三
〕。「
別
れ
」
は
「
追
い
払
う
」
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
葬
送
儀
礼
の
目
的
で
あ
る
と
す
る
。
筆
者
も
葬
儀
の
目
的
が
「
追

放
」
で
あ
る
こ
と
を
『
近
代
火
葬
の
民
俗
学
』
の
中
で
指
摘
し
て
い
る
〔
林　

二
〇
一
〇
〕。
さ
ら
に
、
葬
儀
の
目
的
は
遺
体
処
理

だ
け
で
は
な
く
、
魂
の
処
理
も
あ
る
こ
と
も
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
〔
林　

二
〇
一
六
〕。
つ
ま
り
こ
こ
で
の
「
別
れ
」
と
は
、
故
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人
と
の
「
別
れ
」
を
惜
し
む
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、「
あ
の
世
」
へ
送
り
出
す
（
追
放
す
る
）
霊
の
た
め
の
儀
礼
に
「
別
れ
」
の

観
念
が
付
与
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
、
餅
を
「
切
る
」「
引
っ
張
る
」
こ
と
は
、
霊
の
こ
の
世
か
ら
の
分
断
を

可
視
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

（
三
）
魂
が
去
る
と
の
認
識

埼
玉
県
吉
川
市
で
は
、
餅
は
「
四
十
九
日
ま
で
は
死
人
の
魂
は
家
の
棟
に
い
る
と
い
う
か
ら
、
魂
が
あ
の
世
に
行
く
と
き
の
手
土

産
で
は
な
い
か
と
い
う
。」
と
い
う
〔
吉
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
〇　

三
五
六
〕。
先
に
紹
介
し
た
岡
山
県
落
合
長
栗
原

で
「
冥
途
の
弁
当
」
と
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
の
報
告
を
紹
介
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
、
餅
が
霊
と
の
関
係
で
意
味
化
さ
れ

て
い
る
。
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
柏
木
で
は
、
四
十
九
日
に
「
坊
さ
ん
を
よ
ぶ
。「
屋
根
の
棟
発
つ
と
き
や
さ
か
い
」
と
し
て
、
き

っ
ち
り
一
升
の
米
を
炊
い
て
餅
つ
い
て
、
こ
れ
を
四
九
個
に
切
っ
て
仏
壇
に
供
え
る
。
四
九
日
の
餅
は
ヨ
ム
（
数
え
る
）
も
ん
や

な
い
。
一
つ
足
ら
ん
と
ホ
ト
ケ
さ
ん
（
故
人
）
が
一
つ
持
っ
て
行
く
ん
や
」
と
い
う
〔
文
化
財
保
存
課
・
奈
良
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
〇
・
一
九
九
五　

一
〇
一
・
三
一
五
〕。
川
上
村
で
は
「
一
つ
足
ら
ん
と
き
」
と
の
条
件
が
つ
く
が
、
霊
が
持
っ
て
行
く
と
の

発
想
は
共
通
し
て
い
る
。
岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
北
池
で
は
「
血
の
濃
い
者
が
家
の
面
と
裏
か
ら
餅
を
投
げ
て
屋
の
棟
を
越
さ

せ
る
。
死
者
の
霊
は
そ
れ
ま
で
屋
の
棟
に
い
る
が
、
そ
の
餅
を
弁
当
に
し
て
あ
の
世
に
旅
立
つ
」
と
言
わ
れ
〔
三
浦　

一
九
七
九　

一
六
七
〕、
埼
玉
県
草
加
市
遊
馬
町
で
も
「
四
十
九
餅
は
ホ
ト
ケ
が
地
獄
へ
行
く
と
き
の
弁
当
」
と
さ
れ
て
い
る
〔
草
加
市
史
編
さ

ん
委
員
会　

一
九
八
七　

六
〇
八
〕。
餅
が
霊
の
弁
当
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
餅
で
は
な
い
が
、
霊
に
弁
当
を
持
た

せ
る
事
例
が
和
歌
山
県
本
宮
町
（
現
、
田
辺
市
）
に
見
ら
れ
る
。
簔
吊
り
と
呼
ば
れ
る
習
俗
で
あ
り
、
葬
式
に
簔
と
笠
、
そ
し
て
お

握
り
を
お
弁
当
と
し
て
木
に
か
け
て
お
く
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
死
者
は
簔
笠
を
着
て
、
お
弁
当
を
持
っ
て
那
智
山
へ
お
参
り
に
行

く
と
説
明
さ
れ
て
い
る
〔
近
畿
民
俗
学
会　

一
九
八
五　

一
七
一
～
一
七
二
〕。
霊
が
あ
の
世
へ
行
く
こ
と
は
旅
で
あ
り
、
そ
の
た

め
に
は
弁
当
が
必
要
と
の
認
識
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

二
七

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



岡
山
県
瀬
戸
内
市
邑
久
町
北
池
の
事
例
以
外
で
も
、「
餅
」
を
投
げ
る
事
例
が
散
見
す
る
。
今
村
充
夫
は
「
石
川
県
の
葬
制
・

墓
制
」
で
、
江
沼
郡
（
現
、
加
賀
市
・
小
松
市
）
で
は
、「
大
き
な
餅
は
屋
根
越
し
に
投
げ
て
拾
わ
せ
る
。」
と
報
告
し
〔
今
村

一
九
七
九　

八
八
〕、
堀
哲
は
『
三
重
の
文
化
伝
承
』
で
、
紀
宝
町
鵜
殿
で
も
「
屋
根
に
放
り
な
げ
る
」〔
堀　

一
九
七
八　

二
六
三
〕、
松
本
保
千
代
は
「
和
歌
山
県
の
葬
制
・
墓
制
」
で
、
湯
浅
町
で
は
「
法
事
の
あ
と
で
枡
の
裏
で
カ
サ
餅
を
き
る
ま
で

は
（
他
地
区
）
と
同
じ
だ
が
、
ま
ず
一
切
れ
を
喪
家
の
屋
根
へ
投
げ
上
げ
、
残
り
を
縁
者
に
配
る
」
と
報
告
す
る
（（　

）
内
筆
者
）

〔
松
本　

一
九
七
九　

三
三
八
～
三
三
九
〕。
こ
こ
で
問
題
と
し
た
い
の
は
、「
屋
根
を
越
す
」「
屋
根
に
投
げ
あ
げ
る
」
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。
ま
た
岡
山
県
牛
窓
町
（
現
、
瀬
戸
内
市
）
で
は
、「
四
十
九
日
に
は
一
升
ぎ
り
で
四
十
九
の
餅
を
つ
く
。
四
十
九
の
餅
の

ほ
か
に
ノ
ベ
餅
を
つ
く
り
、
こ
れ
を
ち
ぎ
り
合
っ
て
食
べ
る
。
四
十
九
の
餅
の
一
つ
を
屋
根
に
ほ
う
り
上
げ
る
。
そ
し
て
死
者
に
あ

ち
ら
へ
行
っ
て
も
ら
う
（
本
町
）」「
四
十
九
日
の
餅
は
裏
か
ら
と
表
か
ら
と
両
方
か
ら
餅
を
お
う
る
（
投
げ
る
）。
ヤ
の
棟
に
い
る

死
者
の
霊
は
こ
れ
で
冥
途
へ
帰
る
（
紺
浦
）。」
と
の
報
告
が
あ
る
〔
牛
窓
町
史
編
纂
委
員
会　

二
〇
〇
四　

六
八
一
〕。
さ
ら
に
小

泊
立
矢
は
「
大
分
県
の
葬
送
・
墓
制
」
で
、
大
分
県
国
東
半
島
で
は
、「
四
十
九
の
餅
を
一
個
投
げ
越
さ
せ
る
が
、
そ
れ
は
死
者
の

霊
魂
が
取
っ
て
し
ま
う
か
ら
い
く
ら
探
し
て
も
見
つ
か
ら
な
い
と
い
う
」
と
報
告
し
て
い
る
〔
小
泊　

一
九
七
九　

一
七
九
〕。
牛

窓
町
で
は
投
げ
る
こ
と
で
「
死
者
に
あ
ち
ら
へ
行
っ
て
も
ら
う
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
だ
け
だ
が
、
国
東
半
島
で
は
霊
魂
が
取
る
と

い
う
。
こ
の
場
合
、
死
者
の
霊
が
そ
れ
を
持
っ
て
あ
の
世
へ
行
く
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。「
放
り
投
げ
る
」

こ
と
が
、
旅
立
つ
霊
に
弁
当
を
与
え
る
こ
と
と
繋
が
る
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
霊
の
「
移
行
」
を
具
現
化
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
投
げ
る
こ
と
の
意
味
が
す
べ
て
こ
の
意
識
で
捉
え
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
青
森
市
で
は
「
男
の
人
二
人
が
背
中
合
わ

せ
に
立
っ
て
後
ろ
手
に
一
つ
の
餅
を
引
っ
張
り
合
う
。
そ
し
て
そ
の
ち
ぎ
っ
た
餅
を
後
ろ
を
見
な
い
で
お
互
い
肩
ご
し
に
後
方
へ
投

げ
る
。
そ
の
餅
の
落
ち
た
地
点
ま
で
が
仏
の
屋
敷
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
「
屋
敷
と
っ
た
」
と
い
っ
て
い
る
。」
と
の
報
告

が
あ
る
〔
青
森
市
史
編
集
委
員
会
民
俗
部
会　

二
〇
〇
四　

九
七
〕。
こ
の
よ
う
な
場
合
に
は
「
屋
敷
餅
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。「
投
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げ
る
」
行
為
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
右
の
事
例
と
同
じ
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
相
続
」
と
関
係
す
る
こ
と
は
、
死
者
の
霊
の
引
き
継
ぎ

を
意
味
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

埼
玉
県
三
郷
市
上
口
で
は
「
シ
ジ
ュ
ウ
ク
モ
チ
は
、
全
部
で
五
〇
個
作
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
の
う
ち
四
九
個
は
シ
ジ
ュ
ウ
ク
モ

チ
と
し
て
寺
へ
持
っ
て
行
く
が
、
残
り
の
一
個
は
、
障
子
を
破
る
よ
う
に
し
て
施
主
が
家
の
中
に
投
げ
入
れ
る
」
と
い
う
。
同
市

半
田
で
は
「
逆
に
障
子
を
破
る
よ
う
に
し
て
庭
に
投
げ
出
」
す
と
い
う
こ
と
で
あ
り
〔
三
郷
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
一　

三
二
四
〕、
半
田
の
よ
う
に
投
げ
出
す
こ
と
は
、
先
の
説
明
で
理
解
可
能
だ
が
、「
投
げ
入
れ
る
」
こ
と
の
意
味
に
つ
い
て
は
ど
の
よ

う
に
解
釈
す
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
か
。
同
様
の
事
例
が
吉
川
市
で
も
見
ら
れ
る
。「
餅
を
背
負
っ
て
出
か
け
る
と
き
に
、
頭
の
餅
一
個

（
当
市
で
は
人
体
を
象
る
）
を
後
ろ
向
き
に
家
の
中
に
放
り
投
げ
込
ん
で
、
こ
れ
を
枡
を
伏
せ
た
上
で
小
さ
く
切
っ
て
塩
を
付
け
て

親
族
が
分
け
て
食
べ
る
。」
と
い
う
も
の
で
あ
る
（（　

）
内
は
筆
者
）〔
吉
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
〇　

三
五
六
〕。
家
の

中
に
投
げ
込
む
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、「
投
げ
る
」
こ
と
と
「
別
れ
と
し
て
食
べ
る
」
こ
と
が
結
び
つ
い
て
、
家
の
中
に
投

げ
込
む
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

（
四
）
餅
の
分
配

今
ま
で
の
事
例
に
お
い
て
、「
四
十
九
日
の
餅
」
を
分
け
る
と
い
う
も
の
が
あ
っ
た
。
先
に
餅
は
魂
の
弁
当
と
し
て
、「
移
行
」
の

具
現
化
し
た
も
の
と
指
摘
し
た
が
、
こ
の
考
え
を
さ
ら
に
進
め
る
な
ら
ば
、
餅
そ
の
も
の
が
霊
と
重
ね
あ
わ
さ
れ
て
観
念
さ
れ
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
分
配
は
「
霊
」
の
配
分
を
意
図
し
た
も
の
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
屋

敷
餅
の
事
例
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、「
霊
」
の
配
分
は
「
生
」
の
相
続
の
意
味
合
い
を
含
め
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な

い
。

二
九

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



三
、「
四
十
九
日
の
餅
」
と
人
形

（
一
）
ヒ
ト
ガ
タ
に
作
ら
れ
た
餅

「
四
十
九
日
の
餅
」
を
「
人
」
に
な
ぞ
ら
え
る
地
域
が
見
ら
れ
る
。
後
藤
義
隆
は
「
山
梨
の
葬
制
・
墓
制
」
の
中
で
、
西
八
代
郡

上
九
一
色
村
（
現
、
富
士
河
口
湖
町
）
で
は
、「
葬
式
の
あ
と
シ
ン
ジ
ュ
ク
と
い
っ
て
四
十
九
個
の
団
子
を
つ
く
り
、
そ
の
中
に
楕

円
形
の
大
形
の
も
の
を
一
つ
作
っ
て
オ
カ
ラ
ダ
と
か
ド
ウ
タ
イ
と
い
っ
て
、
一
升
桝
の
上
で
切
っ
て
塩
を
つ
け
て
食
べ
る
。」
と
報

告
す
る
〔
後
藤　

一
九
七
九　

四
〇
〕。
餅
で
は
な
く
団
子
で
は
あ
る
が
、「
オ
カ
ラ
ダ
と
か
ド
ウ
タ
イ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
こ
と

に
着
目
し
た
い
。
岐
阜
県
上
矢
作
町
（
現
、
恵
那
市
）
で
も
、「
葬
式
後
に
参
列
者
が
分
け
て
食
べ
る
四
十
九
の
餅
も
用
意
す
る
。

四
十
九
の
餅
は
、
鏡
餅
の
よ
う
な
丸
い
餅
を
一
つ
だ
け
作
る
場
合
と
、
人ひ
と
が
た形

の
餅
と
い
っ
て
、
餅
を
頭
・
胴
体
・
手
・
足
と
い
う
よ

う
に
、
五
、六
個
の
丸
や
楕
円
の
餅
を
引
っ
付
け
て
作
る
場
合
と
が
あ
る
。」
と
い
う
〔
上
矢
作
町
史
編
纂
委
員
会　

二
〇
〇
八　

四
八
九
〕。
ま
た
静
岡
県
掛
川
市
南
で
は
、
四
十
九
個
の
餅
を
お
盆
の
上
に
人
形
に
並
べ
て
寺
院
に
納
め
る
と
い
う
（
筆
者
調
査
）。

何
故
ヒ
ト
ガ
タ
に
す
る
必
要
が
あ
る
の
か
が
問
題
に
な
る
。『
大
磯
町
史
』
に
は
「
人
間
の
骨
は
全
部
で
四
九
本
あ
り
、
死
ん
で

四
九
日
目
に
、
そ
れ
が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
る
の
で
、
四
十
九
日
に
は
四
九
個
の
餅
を
作
る
の
だ
と
い
う
者
も
い
る
。」
と
の
報
告
が
あ

る
〔
大
磯
町　

二
〇
〇
三　

五
〇
三
〕。「
送
り
（
別
れ
）」
と
は
大
き
く
違
う
観
念
が
背
景
に
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
、
大

磯
町
で
は
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
た
骨
を
繋
げ
る
た
め
に
餅
が
作
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。『
岩
瀬
郡
誌
』
で
は
、
四
十
九
日
で

は
な
い
が
、
葬
式
の
翌
日
の
灰
寄
せ
の
時
に
餅
を
搗
く
が
、
こ
れ
を
「
骨
接
ぎ
」
と
称
す
と
あ
る
〔
岩
瀬
郡
役
所　

一
九
七
二　

二
九
四
〕。『
岩
瀬
郡
誌
』
は
「
刊
行
に
あ
た
っ
て
」
で
「
大
正
十
二
年
福
島
県
岩
瀬
郡
役
所
編
纂
に
よ
り
刊
行
さ
れ
た
も
の
を
原
本

と
し
て
復
刻
し
た
」〔
頁
番
号
な
し
〕
と
あ
り
、
遅
く
と
も
大
正
時
代
に
は
、
餅
が
「
骨
接
」
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。
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（
二
）「
餅
」
と
骨

一
方
、
岐
阜
県
御
嵩
町
で
は
「
四
九
と
い
う
数
は
人
間
の
関
節
が
全
部
で
四
九
あ
る
の
で
、
餅
の
数
と
対
比
す
る
意
味
も
あ
る
と

い
わ
れ
る
。」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
御
嵩
町　

一
九
八
五　

七
四
〕。
ま
た
「
伊
勢
國
白
子
領
風
俗
問
状
答
」
に
は
「
四
十
九
日
に

大
な
る
餅
を
、
四
十
九
の
餅
の
上
に
置
、
寺
へ
贈
る
。
是
を
笠
の
餅
と
云
。
俗
に
再
生
し
來
た
る
時
、
此
餅
胞
衣
と
な
り
、
四
十
九

の
餅
は
骨
と
な
る
と
云
習
は
せ
り
。」
と
あ
る
〔
竹
内
利
美
・
原
田
伴
彦
・
平
山
敏
治
郎　

一
九
六
九　

六
二
五
〕。
伊
勢
國
白
子
領

で
は
、
餅
が
「
再
生
し
來
た
る
時
、
此
餅
胞
衣
と
な
り
」
と
さ
れ
て
い
る
。「
胞
衣
」
と
な
る
の
は
「
笠
の
餅
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
こ
で
の
「
笠
の
餅
」
は
四
十
九
個
あ
る
い
は
四
十
八
個
の
小
餅
を
重
ね
た
上
に
載
せ
る
一
つ
の
大
餅
で
あ
ろ
う
。
こ
の
形
態
全
体

を
笠
餅
と
す
る
地
域
、
あ
る
い
は
載
せ
る
大
餅
を
指
す
地
域
が
あ
る
。
伊
勢
白
子
領
で
は
大
餅
の
下
に
重
ね
ら
れ
た
小
餅
が
「
骨
」

で
あ
ろ
う
。
伊
勢
の
事
例
で
は
「
再
生
」
が
前
提
に
あ
り
、
そ
の
前
提
と
し
て
「
餅
」
が
作
ら
れ
た
か
、
あ
る
い
は
供
え
物
と
し
て

の
「
笠
餅
」
か
ら
、
小
餅
を
包
み
込
む
大
餅
が
「
胞
衣
」
に
見
立
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
で
あ
ろ
う
。「
諸
国
風
俗
問
状
答
」

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
観
念
が
江
戸
時
代
後
期
に
は
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
事

例
か
ら
、
餅
は
「
骨
」
を
接
続
す
る
も
の
、
あ
る
い
は
「
骨
」
そ
の
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
ば
ら
ば
ら
に

さ
れ
た
骨
を
繋
げ
る
と
い
う
意
味
で
捉
え
る
と
す
る
な
ら
ば
、
死
後
生
に
お
い
て
も
死
霊
は
人
間
と
同
じ
姿
で
あ
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
た
か
、
あ
る
い
は
再
生
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た
め
に
人
の
形
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
福
島
県
岩
瀬
郡
天
栄
村
で
は
、「
四
十
九
の
餅
は
人
間
四
十
八
の
大
骨
五
体
五
輪
を
表
す
」
と
あ
る
〔
天
栄
村
史
編
纂

委
員
会　

一
九
八
九　

二
一
〇
〕。「
五
体
五
輪
」
の
考
え
は
明
ら
か
に
仏
教
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
人
形
に
並
べ
る
こ
と
の

根
底
に
あ
る
思
想
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
の
よ
う
な
形
に
並
べ
る
地
域
に
「
思
想
」
と
し
て
広
が
っ
て
い

た
と
い
う
こ
と
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。

三
一

四
十
九
日
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立
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意
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に
つ
い
て



（
三
）『
福
田
殖
種
纂
要
』

貞
享
三
年
（
一
六
八
六
）
に
不
可
停
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
福
田
殖
種
纂
要
』
が
あ
る
。『
福
田
殖
種
纂
要
』
は
真
言
宗
寺
院
の

手
引
書
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
葬
儀
の
や
り
方
や
戒
名
の
付
け
方
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
る
。
奥
書
に
は
旧
来
の
迷
謬
を
正
し
て
、

本
来
の
仏
教
の
教
え
を
示
そ
う
と
し
た
と
い
う
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
〔
不
可
停　

一
六
八
六
〕。
不
可
停
は
こ
の
中
で
「
四
十
九

院
ノ
表
相
如
何
」
と
の
問
を
出
し
、
そ
の
答
え
と
し
て
、「
人
間
ニ

四
十
八
ノ

大
骨
有
リ

之
即
是
ヲ

表
示
シ

四
十
八
院
ト

中
央
ノ

彌
勒
法
相
院
ハ

五
輪
五
體
ヲ

也
中
央
ハ

彌
勒
ノ

住
院
」
と
す
る
。
江
戸
時
代
初
期
に
は
「
四
十
九
院
」
と
い
う
考
え
方
が
、
各
寺
院
に
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
な
お
倉
敷
市
下
津
井
で
は
、
四
十
九
日
の
こ
と
を
「
シ
ジ
ュ
ウ
ク
イ
ン
」
と
呼
ん
で
い
る
（
筆
者
調
査
）。

さ
ら
に
、「
四
十
九
ノ

餅
ノ

表
示
如
何
」
と
す
る
問
に
対
し
て
は
「
人
間
ノ

四
十
八
ノ

大
骨
五
躰
五
輪
ヲ

也
是
白
色
ノ

餅
ハ

（
梵
字　

バ
ン
）

字
一
字
所
成
リ

塔
ナ
リ

　

此
塔
五
大
五
智
五
輪
之
功
徳
也
」
と
あ
る
が
〔
不
可
停　

一
六
八
六
〕、「
私
云
四
十
九
ノ

餅
ノ

大
事
別
ニ

有
二

相
傳
」

と
記
さ
れ
、
ま
た
奥
書
か
ら
も
、
不
可
停
が
、
真
言
宗
本
来
の
教
え
に
も
ど
る
た
め
に
、
す
で
に
習
慣
化
し
て
い
る
が
、
不
可
停
は

本
来
の
意
味
か
ら
逸
脱
し
て
い
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
書
が
ど
の
よ
う
に
活
用
さ
れ
て
い
た
の
か
は
不
明
で
あ
る

が
、
不
可
停
が
疑
念
を
持
っ
た
こ
と
は
、
遅
く
と
も
江
戸
時
代
初
期
に
は
、「
四
十
九
日
の
餅
」
が
広
く
行
わ
れ
、
そ
れ
が
仏
教
的

な
意
味
付
け
の
中
で
「
骨
」
や
「
体
」
と
関
連
付
け
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
す
る
と
寺
院
を
介
し
て
、「
思
想
」
を
具
現
化
し
た

形
式
が
広
が
り
を
み
せ
て
い
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
四
）
ヒ
ザ
ノ
餅
・
ヒ
ザ
カ
ブ
餅

柳
田
は
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
の
中
で
「
ヒ
ザ
カ
ブ
」
と
い
う
項
目
を
た
て
、「
羽
前
最
上
郡
安
樂
城
村
で
は
、
死
後
四
十
九
日
目

に
餅
四
十
九
箇
作
つ
て
寺
へ
納
め
る
。
こ
れ
は
死
者
の
節
々
四
十
九
を
搗
く
の
だ
と
い
ふ
。
親
類
へ
は
別
に
二
つ
づ
ゝ
餅
を
ま
は

す
。」
と
報
告
す
る
〔
柳
田　

一
九
三
七　

一
九
三
〕。
羽
前
最
上
郡
安
樂
城
村
は
現
在
の
真
室
川
町
で
あ
る
。
柳
田
に
よ
れ
ば
「
ヒ

ザ
カ
ブ
」
は
、「
死
者
の
節
々
四
十
九
」
を
表
し
て
い
る
と
い
い
、
柳
田
の
論
に
従
う
な
ら
ば
「
ヒ
ザ
カ
ブ
」
が
身
体
全
体
の
象
徴

マ
テ
シ
ス
・
ウ
ニ
ウ
ェ
ル
サ
リ
ス
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十
九
巻
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一
号

三
二



と
な
る
。「
岡
山
県
の
葬
送
・
墓
制
」
で
、
落
合
町
栗
原
（
現
、
真
庭
市
）
の
忌
明
け
に
お
い
て
、「
一
升
の
米
で
四
十
九
個
の
餅

を
つ
き
、
そ
の
う
ち
一
つ
だ
け
を
「
ヒ
ザ
ノ
餅
」
と
い
っ
て
や
や
大
き
く
作
り
」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
が
〔
三
浦　

一
九
七
九　

一
九
二
〕、
先
に
見
た
よ
う
に
、
岡
山
市
と
そ
の
周
辺
で
は
「
す
ね
」
と
さ
れ
る
事
例
が
多
く
、
そ
れ
が
釘
抜
き
と
の
関
わ
り
で
語

ら
れ
て
い
る
。
一
方
、
埼
玉
県
北
本
市
で
は
、「
亡
く
な
っ
た
時
に
す
ぐ
に
四
十
九
陰
の
餅
を
つ
き
、
一
緒
に
大
き
な
ヒ
ザ
カ
ブ
餅

を
二
つ
作
っ
た
。
こ
の
ヒ
ザ
カ
ブ
餅
は
葬
式
が
終
っ
て
か
ら
一
升
桝
を
引
っ
繰
り
返
し
、
鉈
で
ハ
ヤ
シ
テ
（
刻
ん
で
）
身
内
の
も
の

が
食
べ
る
。
そ
の
際
、
塩
を
つ
け
（
大
蔵
・
木
越
）
て
食
べ
る
。
中
川
新
で
は
焙
っ
て
食
べ
る
、
と
い
っ
た
。「
今
度
の
世
で
ま
た

親
子
に
な
れ
る
よ
う
に
」
と
の
意
味
で
食
べ
る
（
大
蔵
・
寺
沢
）
と
い
う
。」
と
報
告
さ
れ
て
い
る
〔
北
本
市
教
育
委
員
会
市
史
編

さ
ん
室　

一
九
八
九　

四
七
四
〕。
北
本
市
の
事
例
で
は
、
他
の
餅
よ
り
も
大
き
い
も
の
が
「
ヒ
ザ
カ
ブ
餅
」
と
さ
れ
て
お
り
、「
ひ

ざ
」
が
特
化
さ
れ
て
認
識
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、「
今
度
の
世
で
ま
た
親
子
に
な
れ
る
よ
う
に
」
と
の
意
識
か
ら
、
現
世
と

あ
の
世
と
の
霊
魂
の
継
続
性
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
、「
釘
抜
き
餅
」

（
一
）「
釘
抜
き
餅
」
の
事
例

柳
田
は
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
の
中
で
、「
ク
ギ
モ
チ
」
も
と
り
あ
げ
て
い
る
。「
佐
賀
地
方
で
四
十
九
日
の
仕
上
げ
の
餅
を
釘
餅
と

い
ふ
。
阿
彌
陀
に
は
二
つ
重
ね
の
大
餅
を
、
新
佛
に
は
四
十
九
の
小
餅
を
供
へ
、
後
に
此
大
餅
を
碎
い
て
其
一
片
に
小
餅
を
二
つ

添
へ
て
親
族
へ
配
る
。
此
法
事
を
「
四
十
九
日
の
ク
ギ
ヌ
キ
サ
ン
」
と
い
ふ
（
民
歴　

五
ノ
四
一
五
頁
）。」〔
柳
田　

一
九
三
七　

一
九
二
〕、
こ
の
記
述
は
宮
武
省
三
の
「
亡
者
と
葬
祭
に
關
す
る
奇
風
」
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
は
「
予
の
郷
里
高

松
に
て
は
佛
事
に
餅
を
搗
く
事
は
な
い
が
、
豊
肥
地
方
に
は
此
の
風
習
が
あ
つ
て
、
佐
賀
な
ど
に
て
も
四
十
九
日
の
仕
上
げ
に
餅
を

三
三
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て



つ
き
、
之
を
四
十
九
日
の
ク
ギ
モ
チ
と
稱
へ
て
居
る
。
此
の
日
に
は
阿
彌
陀
に
は
二
つ
重
ね
の
大
餅
を
、
新
佛
に
は
四
十
九
の
小

餅
を
供
へ
、
後
に
此
の
大
餅
を
く
だ
き
て
其
の
一
片
に
小
餅
二
つ
を
そ
へ
て
親
族
に
配
る
處
の
風
で
、
此
の
法
事
を
此
の
邊
で
は

四
十
九
日
の
ク
ギ
ヌ
キ
サ
ン
と
稱
し
て
居
る
。」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
〔
宮
武　

一
九
二
一　

四
五
・
四
一
五
〕。
宮
武
は
高
松
の
人

で
あ
り
、
高
松
で
は
仏
事
に
餅
を
搗
く
習
俗
は
な
い
が
、
佐
賀
で
は
「
ク
ギ
モ
チ
」
が
作
ら
れ
供
え
ら
れ
る
こ
と
が
、「
奇
風
」
と

し
て
映
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
宮
武
の
報
告
で
は
親
戚
に
配
る
と
い
う
こ
と
し
か
記
述
さ
れ
て
お
ら
ず
、
な
ぜ
「
ク
ギ
モ
チ
」

な
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
三
浦
秀
宥
の
報
告
で
あ
る
。
三
浦
は
「
岡
山
県
の
葬
送
・
墓
制
」
の
中
で
、
岡
山
市
の
事
例
と
し
て
「
一

升
の
米
で
「
四
十
九
餅
」
の
小
餅
の
ほ
か
に
三
つ
（
ま
た
は
一
つ
）
の
や
や
大
き
い
餅
を
つ
く
る
。
こ
れ
を
笠
の
餅
・
引
つ
張
り

餅
・
釘
ぬ
き
餅
な
ど
と
呼
ぶ
。
こ
れ
を
焼
く
か
、
生
の
ま
ま
で
鍋
ぶ
た
の
上
で
切
っ
て
食
べ
る
と
こ
ろ
と
、
一
升
桝
の
裏
に
の
せ
て

切
ら
ず
に
引
っ
ぱ
り
あ
っ
て
、
ち
ぎ
っ
て
食
べ
る
と
こ
ろ
と
あ
る
。
死
者
の
頭
の
両
方
の
す
ね
の
釘
を
抜
く
た
め
に
食
べ
る
の
だ

と
い
う
。」
と
報
告
し
て
い
る
〔
三
浦　

一
九
七
九　

一
九
三
〕。
こ
の
報
告
で
は
、
す
で
に
述
べ
て
き
た
「
別
れ
」
を
意
識
す
る

よ
う
な
呼
称
や
行
為
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
着
目
し
た
い
の
は
「
餅
」
が
「
釘
を
抜
く
」
た
め
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
さ

ら
に
岡
山
民
俗
学
会
に
よ
る
「
岡
山
市
の
民
俗
断
片
―
葬
制
そ
の
他
―
」
で
も
、「
ク
ギ
ヌ
キ
モ
チ
」
と
し
て
、
岡
山
市
野
谷
で
は

「
四
十
九
日
に
一
升
で
四
十
九
の
餅
と
ス
ネ
ノ
サ
ラ
と
い
う
餅
を
と
る
。
そ
し
て
枡
の
シ
キ
に
塩
を
お
き
「
ク
ギ
を
ぬ
い
て
あ
げ
る
」

と
い
っ
て
ス
ネ
ノ
サ
ラ
を
引
っ
ぱ
り
あ
っ
て
塩
を
つ
け
て
食
べ
る
。」
と
い
う
〔
岡
山
民
俗
学
会　

一
九
六
八
・
一
九
八
二　

四
・

二
四
〇
〕。

右
の
事
例
で
は
、
釘
は
「
す
ね
の
皿
」
に
さ
さ
っ
た
も
の
と
な
る
が
、
桂
又
三
郎
編
の
『
岡
山
県
方
言
集
』
で
は
、
初
七
日
の
行

事
と
し
な
が
ら
、「
シ
ジ
ュ
ー
ク
ノ
モ
チ
」
と
項
目
を
立
て
、「
死
者
の
初
七
日
に
、
一
升
の
糯
米
を
つ
い
た
も
の
か
ら
や
や
大
き
な

餅
を
三
つ
と
り
、
残
り
を
四
十
九
に
分
け
て
小
餅
と
し
、
死
人
の
節
々
（
関
節
）
に
な
ぞ
ら
え
そ
の
釘
を
ぬ
く
の
だ
と
い
う
。
大
き
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な
三
つ
を
両
臑
と
頭
の
皿
に
な
ぞ
ら
え
、
こ
の
釘
を
ぬ
く
の
に
は
、
こ
の
日
の
法
事
に
出
席
し
た
者
に
そ
の
餅
を
、
一
升
桝
の
シ

キ
に
載
せ
、
片
隅
に
塩
を
置
い
て
順
に
ま
わ
す
。
客
は
三
つ
の
餅
か
ら
少
し
ず
つ
割
い
て
塩
を
つ
け
て
食
う
。」
と
あ
る
〔
桂
編　

一
九
七
六　

八
四
〕。
こ
の
報
告
で
は
「
死
人
の
節
々
（
関
節
）
に
な
ぞ
ら
え
」
と
さ
れ
、
そ
の
点
で
は
先
に
紹
介
し
た
、
大
磯
や

岩
瀬
郡
と
同
じ
観
念
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
大
き
な
餅
は
「
両
臑
と
頭
の
皿
」
と
具
体
性
を
持
た
せ
、「
す
ね
」
へ
の
特
化
が

見
ら
れ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
先
に
み
た
「
ヒ
ザ
」
と
同
様
で
あ
る
。『
総
社
市
史
』
で
は
、「
美
袋
や
阿
曽
地
区
で
は
四
十
九
日
に

ク
ギ
ヌ
キ
餅
を
つ
く
る
。
一
升
枡
を
つ
き
大
き
い
餅
三
つ
と
小
餅
四
九
を
と
る
。
大
き
い
餅
は
マ
ス
を
伏
せ
て
そ
の
上
で
包
丁
で
細

か
く
切
り
き
ず
を
つ
け
た
の
を
引
っ
張
り
合
っ
て
各
々
一
切
れ
と
っ
て
塩
を
つ
け
て
食
べ
る
。
亡
者
の
体
に
打
た
れ
た
釘
を
ぬ
く

と
い
う
。」
と
あ
る
〔
総
社
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
五　

三
八
五
〕。
総
社
市
は
岡
山
市
に
隣
接
す
る
。
総
社
市
の
事
例
で
は

「
す
ね
」
に
限
定
さ
れ
て
は
い
な
い
。
す
で
に
い
く
つ
か
の
事
例
を
み
て
き
た
が
、
こ
の
よ
う
な
考
え
に
お
い
て
、「
ヒ
ザ
」
や
「
ス

ネ
」
へ
の
特
化
が
必
ず
お
こ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
紙
幅
の
関
係
で
詳
細
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
地
域
的
遍
在
性
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
何
ら
か
の
考
え
が
、
地
域
的
に
広
ま
っ
た
可
能
性
は
指
摘
で
き
る
。

さ
ら
に
田
中
熊
雄
に
よ
る
「
宮
崎
県
の
葬
送
・
墓
制
」
に
も
児
湯
郡
三
財
村
並
木
（
現
、
西
都
市
）
で
は
「
人
は
死
ぬ
と
生
前

の
悪
業
に
よ
っ
て
、
四
十
九
本
の
釘
を
身
体
に
打
込
ま
れ
る
の
で
、
毎
日
の
供
養
ご
と
に
一
本
一
本
抜
か
れ
て
、
苦
痛
が
と
か
れ
る

た
め
、
四
十
九
日
間
は
ど
う
し
て
も
供
養
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
供
養
し
な
い
と
そ
の
痛
み
に
耐
え
か
ね
、
も
が
き
苦
し
み
、
死

者
の
霊
は
人
に
と
り
憑
い
て
障
る
と
伝
え
た
。」
と
の
報
告
が
あ
る
〔
田
中　

一
九
七
九　

二
七
八
〕。
こ
の
事
例
で
は
、
明
確
に

「
四
十
九
本
の
釘
を
身
体
に
打
込
ま
れ
る
」
と
あ
り
、
釘
の
数
が
四
十
九
と
さ
れ
、
先
に
み
た
人
形
に
す
る
た
め
に
四
十
九
個
の
餅

を
用
い
る
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
こ
で
は
、
そ
の
餅
で
釘
を
抜
き
、
死
者
の
霊
を
苦
し
み
か
ら
救
う
こ
と
が

目
的
と
な
っ
て
お
り
、
霊
の
処
遇
が
現
世
の
人
の
行
い
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

三
五
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十
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（
二
）
釘
を
打
た
れ
る
体
の
代
替
と
し
て
の
餅

一
方
で
、
釘
を
抜
く
た
め
で
は
な
く
、
釘
が
体
に
打
た
れ
る
の
で
、
体
の
代
り
に
餅
を
搗
く
と
い
う
地
域
が
み
ら
れ
る
。
後
藤

義
隆
は
「
山
梨
の
葬
制
・
墓
制
」
で
、
南
都
留
郡
道
志
村
で
は
、「
葬
式
後
毎
日
墓
に
詣
っ
て
灯
明
を
あ
げ
、
墓
前
で
火
を
焚
い
た
。

丁
寧
な
家
で
は
四
十
九
日
間
続
け
る
。
四
十
九
の
餅
は
五
十
個
持
っ
て
出
て
、
途
中
最
初
に
行
き
会
っ
た
人
に
一
個
与
え
て
寺
に
は

四
十
九
個
持
参
す
る
。
人
間
の
体
に
は
四
十
九
の
節
が
あ
っ
て
閻
魔
さ
ま
に
釘
を
打
た
れ
る
の
で
餅
は
厚
い
ほ
ど
よ
い
と
い
う
。」

〔
後
藤　

一
九
七
二　

四
〇
〕。
こ
の
事
例
で
は
、
直
接
的
な
報
告
と
な
っ
て
い
な
い
が
、「
餅
は
厚
い
ほ
ど
よ
い
」
と
の
表
現
か
ら
、

餅
が
体
の
代
替
と
考
え
ら
れ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。
ま
た
備
中
町
（
現
、
高
梁
市
）
で
は
「
亡
者
は
死
後
白
衣
で
修
業
し
七
日
毎

に
ミ
ア
ガ
リ
（
位
が
上
る
）
を
し
て
七
回
目
の
四
十
九
日
に
や
っ
と
仏
に
な
り
正
座
に
つ
く
が
、
こ
の
と
き
に
置
布
と
し
て
寺
に
お

さ
め
た
着
物
を
き
る
の
で
あ
る
。
こ
の
間
に
、
七
日
毎
（
タ
イ
ヤ
毎
）
に
ノ
ド
に
槍
を
受
け
る
と
い
う
荒
行
が
あ
る
の
で
、
そ
の
槍

を
受
け
る
た
め
に
大
き
い
餅
を
つ
く
る
の
だ
と
い
う
。」
と
い
う
〔
備
中
町
史
編
集
委
員
会　

一
九
七
〇　

四
一
三
〕。
釘
で
は
な
く

槍
で
あ
る
が
、
鬼
か
ら
打
た
れ
る
槍
を
受
け
る
た
め
で
あ
る
こ
と
が
名
称
か
ら
、
南
都
留
郡
道
志
村
の
事
例
と
同
系
統
、
さ
ら
に
は
、

釘
が
打
た
れ
る
身
体
の
代
替
と
し
て
の
餅
と
同
系
統
の
も
の
と
推
察
で
き
る
。
代
替
の
餅
は
現
世
の
人
が
用
意
し
、
そ
れ
に
よ
り
死

者
の
霊
に
苦
し
み
を
与
え
な
い
と
の
意
識
が
み
ら
れ
、
や
は
り
現
世
の
人
の
行
い
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と
い
え
る
。
す
る
と
餅
と
釘

と
の
関
係
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
に
関
し
て
は
、
現
世
の
人
の
行
い
に
よ
り
、
霊
を
苦
し
み
か
ら
救
う
と
い
う
観
念
に
な
っ
て
い

る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
見
ら
れ
る
。

　五
、
釘
抜
餅
の
背
景

「
ク
ギ
モ
チ
」「
ク
ギ
ヌ
キ
モ
チ
」
の
系
統
は
、「
餅
」
に
よ
る
「
苦
し
み
か
ら
の
解
放
」
に
主
眼
が
置
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
解
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放
は
現
世
の
人
に
託
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
背
景
と
し
て
釘
抜
念
仏
や
釘
抜
和
讃
が
考
え
ら
れ
る
。

（
一
）
釘
抜
念
仏

五
来
重
は
、「
釘
抜
餅
や
釘
餅
に
は
中
世
日
光
修
験
の
「
釘
抜
念
仏
」
の
影
響
が
み
と
め
ら
れ
る
が
、
密
教
の
五
輪
を
五
体
（
脚
・

腹
・
胸
・
顔
・
頭
）
に
あ
て
る
こ
と
も
反
映
し
て
い
る
。」
と
述
べ
る
〔
五
来　

二
〇
〇
九　

二
三
八
〕。
五
来
に
従
う
な
ら
ば
、

「
釘
抜
き
餅
」
は
中
世
日
光
修
験
や
密
教
を
背
景
と
す
る
が
、「
餅
」
の
人
形
系
統
と
釘
抜
き
系
統
は
重
な
り
合
っ
て
い
る
こ
と
に
な

る
。こ

の
「
釘
抜
念
仏
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。「
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
縁
起
」
が
あ
る
。
菅
原
信
海
の
「
解
題
」
に
よ

る
と
、「
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
縁
起
」
は
、
文
明
十
三
（
一
四
八
一
）
年
の
撰
で
あ
り
、『
神
道
大
系
』
に
所
収
し
た
も
の
は
、
元
禄
五

（
一
六
九
二
）
年
に
改
装
し
た
も
の
と
の
こ
と
で
あ
る
〔
菅
原　

一
九
八
五　

二
二
～
二
三
〕。「
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
縁
起
」
は
寂
光

寺
の
上
人
覚
源
が
、
死
後
蘇
生
し
、
そ
の
間
に
見
聞
し
た
地
獄
の
あ
り
さ
ま
を
語
る
と
い
う
形
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
に
次
の
よ

う
な
一
文
が
あ
る
。

閻
王
、
又
の
た
ま
は
く
、
底
下
の
凡
夫
、
貪
欲
、
瞋
恚
、
愚
癡
に
し
て
、
惡
を
な
す
こ
と
限
り
な
け
れ
は
、
死
し
て
後
四
十
九

日
の
あ
い
た
、
四
十
九
の
釘
を
う
た
る
。〈
中
略
〉
娑
婆
を
い
て
、
佛
を
供
養
し
僧
に
布
施
す
る
功
徳
に
よ
り
て
、
そ
の
く
る
し

み
や
う
や
う
滅
す
と
い
へ
と
も
、
三
十
三
年
過
さ
れ
は
、
此
釘
ぬ
く
る
こ
と
な
し
。〈
中
略
〉
人
々
死
し
て
、
七
々
日
す
く
る

日
、
し
ろ
き
餅
を
四
十
九
そ
の
ふ
る
は
、
四
十
九
の
ふ
し
ふ
し
に
、
う
た
る
ゝ
釘
を
轉
し
て
、
此
餅
に
う
た
し
め
ん
と
な
り
。
又

四
十
九
の
卒
塔
婆
を
た
つ
こ
と
も
、
此
釘
を
轉
し
て
佛
躰
と
も
な
さ
む
功
徳
な
り
。
た
と
へ
、
亡
魂
惡
趣
に
お
つ
と
も
、
追
福
作

善
の
功
に
よ
り
て
、
四
十
九
の
釘
の
く
る
し
み
を
の
そ
き
、
都
率
の
内
院
に
い
た
る
へ
し
。（「
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
縁
起
」『
神
道

大
系
』
一
〇
六
～
一
〇
七
頁
）

こ
れ
に
よ
る
と
、
人
は
限
り
な
く
悪
を
な
す
の
で
、
四
十
九
日
の
間
は
四
十
九
本
の
釘
が
打
た
れ
る
た
め
、
そ
の
間
に
苦
し
み
を
減

三
七
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じ
る
と
し
て
も
、「
佛
を
供
養
し
僧
に
布
施
す
る
功
徳
」
だ
け
で
は
、
苦
し
み
は
減
じ
る
け
れ
ど
も
、
三
十
三
年
た
た
な
け
れ
ば
釘

は
抜
け
な
い
。
そ
こ
で
「
四
十
九
日
の
餅
」
を
供
え
、「
ふ
し
ふ
し
」
に
打
た
れ
る
釘
を
転
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
も
の

で
あ
る
。
佛
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
に
よ
る
『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
（
資
料
編
）』
は
、「
こ
の
死
後
四
十
九
本
の
釘
を
打
た
る

る
と
い
う
信
仰
は
い
つ
頃
よ
り
興
っ
た
も
の
で
あ
る
か
明
ら
か
で
な
い
が
、
日
光
山
に
伝
わ
る
釘
念
仏
縁
起
の
末
尾
に
あ
る
奥
書
に

よ
る
と
文
明
十
三
年
に
覚
源
上
人
の
門
弟
の
一
人
が
こ
の
縁
起
を
作
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
と
わ
れ
て
い
る
（
日
光
山
史
資
料
日

光
山
輪
王
寺
六
号

）
か
ら
、
室

町
時
代
に
は
寂
光
寺
を
中
心
に
、
か
か
る
釘
念
仏
の
信
仰
が
広
く
行
な
わ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。」
と
指
摘
す
る
〔
佛
教
大
学
民

間
念
仏
研
究
会　

一
九
六
六　

四
四
一
〕。「
縁
起
」
の
成
立
時
期
は
不
明
な
が
ら
、
佛
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
に
従
う
な
ら
ば
、

現
世
の
人
の
働
き
か
け
が
死
者
の
苦
し
み
救
う
と
い
う
観
念
は
室
町
時
代
以
降
に
は
広
が
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

鷹
巣
純
は
「
十
王
図
・
六
道
絵
（
一
）」
の
中
で
、「
奈
良
国
立
博
物
館
所
蔵
の
矢
田
地
蔵
毎
月
日
記
絵
巻
」
所
蔵
の
「
く
き
ね
ん

ふ
つ
の
え
ん
き
な
り
」
と
墨
書
さ
れ
た
図
像
の
写
真
を
転
載
し
て
い
る
〔
鷹
巣　

二
〇
〇
二　

一
二
五
〕。
高
達
奈
緒
美
は
「「
観

心
十
界
図
」
の
四
十
九
餅
図
像
に
つ
い
て
」
の
中
で
、
こ
の
図
に
つ
い
て
、「
中
世
に
制
作
さ
れ
た
著
名
な
地
獄
絵
・
十
王
図
・
六

道
図
の
類
に
は
、
釘
念
仏
の
場
面
は
見
出
せ
な
い
。『
矢
田
地
蔵
毎
月
日
記
絵
』
の
一
例
の
み
を
も
っ
て
判
断
す
る
の
は
お
粗
末
窮

ま
り
な
い
の
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
、
日
光
の
釘
抜
念
仏
の
信
仰
が
、
中
世
後
期
に
は
近
畿
地
方
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
よ
う
。」

と
述
べ
る
〔
高
達　

二
〇
〇
二　

一
〇
五
～
一
〇
六
〕。
高
達
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
を
以
て
中
世
期
に
釘
念
仏
が
全
国
的
に
広
が

っ
て
い
た
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
中
世
後
期
に
は
近
畿
地
方
ま
で
の
広
が
り
は
「
窺
え
る
」
こ
と
に
な
る
。

中
川
光
熹
は
「
日
光
山
寂
光
寺
釘
抜
念
仏
と
そ
の
伝
播
に
つ
い
て
」
の
中
で
、「
元
禄
期
に
至
り
、
輪
王
寺
宮
公
弁
親
王
は
勝
道

以
来
の
伝
統
行
事
の
再
興
と
記
録
保
存
、
堂
社
再
建
と
信
仰
の
高
揚
に
力
を
そ
そ
が
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
寂
光
寺
釘
念
佛
の
再
興
で

あ
る
。
元
禄
十
六
年
（
一
七
〇
三
）、
公
弁
の
厳
命
を
奉
じ
て
、
当
上
人
忍
性
坊
諄
恵
は
檀
資
を
募
り
、
常
念
仏
堂
を
再
建
し
、
釘

念
佛
の
結
縁
者
を
全
国
に
募
っ
て
い
る
。
こ
の
間
、
諄
恵
の
上
人
職
在
任
は
元
禄
十
六
年
よ
り
正
徳
三
年
（
一
七
一
三
）
ま
で
、
十
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年
間
に
お
よ
ん
で
い
る
。
こ
の
常
念
仏
堂
再
興
の
努
力
を
示
す
史
料
に
「
常
念
佛
堂
建
立
勧
化
惣
牒
」
が
あ
る
」
と
し
〔
中
川　

二
〇
〇
一　

二
五
〕、「
常
念
佛
堂
建
立
勧
化
惣
牒
」
の
末
尾
に
は
「
浄
財
の
額
、
住
所
、
寄
進
者
と
内
容
が
列
記
さ
れ
」〔
中
川　

二
〇
〇
一　

二
六
〕、
そ
れ
に
は
「
下
野
以
外
で
は
、
水
戸
領
内
、
奥
州
で
は
二
本
松
、
郡
山
、
棚
倉
、
仙
台
、
羽
黒
。
上
野
国
、

下
総
国
、
上
総
国
、
常
州
阿
波
村
、
武
州
高
麗
郡
、
相
州
浦
賀
村
、
遠
く
は
備
後
国
、
伊
勢
国
、
播
磨
国
、
越
後
国
、
出
雲
国
、
因

幡
国
の
名
も
み
ら
れ
る
。」
と
い
う
〔
中
川　

二
〇
〇
一　

二
七
〕。
元
禄
期
に
は
「
常
念
佛
堂
建
立
」
の
勧
化
が
全
国
規
模
で
行
わ

れ
、
人
々
も
そ
れ
に
応
じ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
輪
王
寺
に
は
「
寂
光
寺
念
佛
堂
過
去
帳
」
五
巻
が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、「
過
去

帳
に
は
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
よ
り
寛
政
十
一
年
（
一
七
九
九
）
ま
で
の
約
百
年
に
わ
た
る
釘
念
仏
の
結
縁
者
名
、
地
域
名
、

釘
念
佛
札
の
枚
数
等
が
記
録
さ
れ
」〔
中
川　

二
〇
〇
一　

二
七
〕、「
す
べ
て
の
地
名
を
書
出
す
に
は
、
今
後
の
調
査
を
ま
た
ね
ば

な
ら
な
い
が
、
範
囲
は
北
は
秋
田
か
ら
南
は
九
州
筑
前
ま
で
と
な
ろ
う
。
や
は
り
、
下
野
国
内
の
密
度
が
高
い
の
は
当
然
で
あ
る
が
、

関
東
で
は
上
州
、
武
州
、
江
戸
、
下
総
、
常
陸
が
多
く
、
つ
い
で
甲
州
、
信
州
か
ら
越
後
が
目
に
つ
く
。
奥
州
で
は
二
本
松
や
相
馬
、

仙
台
が
盛
ん
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
時
に
は
紀
州
高
野
山
、
京
、
大
阪
の
勧
化
も
目
に
と
ま
る
。」
と
い
う
〔
中
川　

二
〇
〇
一

二
八
〕。「
釘
念
仏
」
は
江
戸
時
代
に
は
全
国
展
開
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
な
よ
う
で
あ
る
。

こ
こ
で
興
味
深
い
史
料
が
あ
る
。
伴
信
友
に
よ
る
「
葬
法
密
」
で
あ
る
。「
葬
法
密
」
は
同
文
館
編
輯
局
に
よ
る
「
解
題
」
に
は

「
伴
信
友
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
六
七
百
年
前
の
冩
本
な
る
も
の
ゝ
如
し
、
原
形
影
冩
に
し
て
、
頗
古
風
の
書
な
り
、
眞
言
の
葬
法
を

記
し
た
る
も
の
」
と
あ
る
〔
同
文
館
編
輯
局　

一
九
一
一　

八
〕。「
頗
古
風
」
の
部
分
は
伴
の
「
奥
書
」
を
基
に
し
た
記
述
で
あ
り
、

原
書
が
不
明
で
あ
る
た
め
、
信
憑
性
を
問
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
「
奥
書
」
に
は
「
此
書
原
本
小
山
田
與
清
所
藏
也
、
以
二

厚

斐
紙
七
葉
一

爲
二

胡
蝶
帖
十
四
張
一

、
字
二

寫
兩
面
一

毎
紙
抹
二

自
欗
矣
、
藎
六
七
百
年
之
古
物
也
、
聊
爲
レ

備
二

左
券
一

自
謄
寫
、
頗
在
二

舊

顴
一

焉
、
轉
寫
墨
付
十
四
張
」「
文
政
十
三
年
庚
寅
年
三
月
六
日
春
兩
寂
々
」
と
あ
る
〔
伴　

一
九
一
一　

六
八
九
〕。「
葬
法
密
」
は

「
眞
言
の
葬
法
を
記
し
た
る
も
の
」
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
幕
末
に
は
、
真
言
宗
寺
院
に
は
伝
え
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
。
そ
し
て
、

三
九

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



そ
の
本
文
中
に
は
「
立
テ　
　

二

率
都
婆
ヲ　
　

一

、
作
ス　
　

二

釘
抜
等
ヲ　
　

一

」
と
の
記
述
が
あ
り
〔
伴　

一
九
一
一　

六
八
七
〕、
幕
末
に
は
真
言
宗
に

よ
っ
て
「
釘
抜
」
が
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
た
だ
し
「
卒
都
婆
」
を
立
て
る
こ
と
に
よ
り
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、

餅
に
つ
い
て
の
記
述
で
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
岡
部
光
伸
が
千
葉
県
君
津
市
黄
和
田
田
畑
地
区
、「
葬
儀
を
出
し
た
家
で
葬
儀
終
了
後
、
念
仏
講
中
の
人
々
に
よ
っ
て
」

唱
え
ら
れ
た
、
大
井
戸
八
木
組
に
伝
わ
る
「
釘
念
仏
」
を
紹
介
し
て
い
る
〔
岡
部　

一
九
九
四　

一
八
八
～
一
九
二
〕。
し
か
し
、

こ
れ
に
は
「
餅
」
は
出
て
こ
な
い
。
実
際
の
念
仏
に
「
餅
」
が
な
い
こ
と
は
、「
釘
抜
念
仏
」
の
広
が
り
が
、「
釘
抜
き
」
と
「
餅
」

と
の
関
係
を
伴
う
と
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
に
な
る
。
岡
部
は
、
君
津
市
寺
沢
地
区
で
は
、
一
七
一
二
年
頃
「
西
上
総
地
域

に
釘
念
仏
信
仰
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。」
と
い
い
〔
岡
部　

二
〇
〇
三　

四
四
〕、「
釘
念
仏
」
の
全
国
的
展
開
は
、
江
戸
時

代
に
な
っ
て
か
ら
の
広
ま
り
と
考
え
る
こ
と
の
妥
当
性
を
証
左
す
る
。

（
二
）
釘
念
仏
和
讃

「
釘
念
仏
」
そ
の
も
の
に
は
、
餅
に
つ
い
て
の
下
り
は
な
い
が
、
和
讃
に
は
餅
に
よ
る
釘
抜
き
に
つ
い
て
の
下
り
が
み
ら
れ
る
。

栃
木
県
芳
賀
町
（
芳
賀
郡
南
高
根
村
大
字
高
根
沢
）
に
「
日
光
山
寂
光
寺
釘
念
仏
和
讃
」
が
残
っ
て
い
る
。

そ
も

〱
ば
ん
ど
う　

し
も
つ
け
の　

に
そ
こ
ふ
さ
ん
の　

ふ
も
と
に
て

じ
や
こ
ふ
て
ら
の　

そ
の
う
ち
に　

く
ぎ
ぬ
き
ね
ん
ぶ
つ　

ゑ
わ
れ
あ
り

な
が
さ
わ
八
す
ん　

は
ば
し
す
ん　

そ
れ
も
そ
の
み
の　

と
か
に
よ
り

一
し
や
く
に
す
ん
の　

く
ぎ
も
の
あ
り　

か
し
ら
に
五
寸
の　

く
ぎ
う
た
れ

り
や
う
て
に
八
ほ
ん　

く
き
う
た
れ　

む
ね
と
は
ら
と
に　

二
十
四
ほ
ん

こ
し
と
あ
し
と
て　

十
二
ほ
ん　

四
十
九
ほ
ん
の　

く
ぎ
を
う
け

く
ぎ
う
つ
ほ
と
の　

を
そ
ろ
し
さ　

て
ん
ハ
み
そ
ら
の　

は
て
ま
て
も
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ぢ
は
ご
わ
な
ら　

は
て
ま
て
も　

ひ
ゞ
き
わ
た
る
の　

を
そ
ろ
し
や

し
や
ば
に
こ
と
も
の　

あ
る
ひ
と
わ　

四
十
九
日
の　

も
ち
を
つ
き

て
の
う
ち
く
よ
ふ
で　

と
も
ら
ゑ
ば　

こ
し
と
あ
し
と
の　

く
ぎ
も
ぬ
け

と
ふ
ば
を
た
で
　ゝ

と
も
ら
ゑ
ば　

り
や
つ
て
に
八
ほ
ん　

く
ぎ
も
ぬ
け

を
き
や
う
を
よ
ん
で　

と
も
ら
い
ば　

こ
を
べ
に
五
ほ
ん
の　

く
ぎ
も
ぬ
け

そ
し
て
じ
ゅ
や
う
と
ゑ　

ま
い
る
に
わ　

ご
し
や
う
か
わ
と
て　

ひ
と
せ
あ
り

ね
ん
ぶ
つ
も
を
し
て　

ふ
ね
を
よ
び　

み
の
り
の
ほ
ば
し
ら　

を
し
た
て
ゝ

あ
や
ゝ
に
し
き
を　

ほ
に
あ
け
て　

六
人
ぢ
ぞ
を
の　

ち
か
ら
に
て

ぎ
や
て
ら
ぎ
や
て
ら　

は
ら
ぎ
や
て
ら　

は
ら
そ
を
ぎ
や
て
ら
と　

こ
く
ふ
ね
を

な
に
ね
ん
ぶ
つ
と　

ひ
と
と
わ
ば　

く
ぎ
ぬ
き
ね
ふ
つ
と　

も
を
す
べ
し

み
だ
の
み
ふ
ね
の　

こ
と
な
れ
バ　

そ
の
ひ
の
な
み
か
ぜ　

し
ず
か
に
て

を
も
を
と
こ
ろ
ゑ　

ふ
ね
を
よ
せ　

み
だ
の
じ
や
う
と
ゑ　

ま
ゑ
る
な
り

そ
く
し
ん
し
や
う
ぶ
つ　

あ
り
か
た
や　

な
む
あ
み
だ
ぶ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（『
芳
賀
町
史
報
告
書
第
四
集　

念
仏
和
讃
御
詠
歌
集
』
三
二
頁
）

右
の
和
讃
は
日
光
の
近
く
の
地
で
採
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。「
釘
念
仏
」
と
は
異
な
り
、「
釘
抜
念
仏
縁
起
」
と
同
様
に
、「
餅
」

に
よ
る
釘
抜
が
詠
わ
れ
て
い
る
。「
和
讃
」
は
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
。
具
体
的
で
わ
か
り
や
す
い
こ
と
が
死
後
、
釘
を
体
中
に

打
た
れ
る
苦
し
み
か
ら
の
解
放
の
方
策
の
一
つ
と
し
て
「
餅
」
を
搗
く
こ
と
が
広
ま
っ
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
ま
た
柳
田

國
男
の
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
に
は
「
ク
ギ
ネ
ン
ブ
ツ
」
の
項
が
あ
り
、「
佐
渡
の
小
比
叡
で
は
、
葬
式
の
出
た
あ
と
で
、
村
の
人
達

が
釘
念
佛
と
い
ふ
和
讃
を
唱
へ
り
。
此
卷
物
と
釘
を
打
つ
版
木
と
は
、
葬
式
の
あ
る
家
か
ら
家
に
持
ち
廻
る
。
塔
形
版
木
に
梵
字
が

四
一

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



書
い
て
あ
り
、
其
周
圍
に
釘
を
打
つ
の
だ
と
謂
ふ
（
青
柳
秀
雄
氏
）。
も
と
は
棺
を
打
つ
音
の
悲
し
み
を
、
ま
ぎ
ら
せ
た
も
の
か
と

も
想
像
さ
れ
る
。」
と
あ
る
〔
柳
田　

一
九
三
七　

一
六
八
〕。

柳
田
は
「
念
仏
」
と
「
和
讃
」
の
区
別
は
し
て
い
な
い
。
萩
原
龍
夫
は
「
修
験
も
数
多
佐
渡
に
入
り
こ
ん
だ
こ
と
は
想
像
に
難
く

な
い
。
江
戸
時
代
中
期
宝
暦
の
頃
成
立
し
た
ら
し
い
「
佐
渡
国
寺
境
内
案
内
帳
」
と
天
明
三
年
「
国
中
神
社
並
社
方
覚
」
と
に
よ
り
、

村
々
の
別
当
を
、「
山
伏
」
と
明
記
し
て
あ
る
も
の
、
お
よ
び
明
ら
か
に
修
験
と
判
明
す
る
も
の
を
挙
げ
る
と
」「
多
数
に
及
ぶ
。」

と
述
べ
て
い
る
〔
萩
原　

一
九
八
三　

一
五
六
〕。
萩
原
に
従
う
な
ら
ば
、
佐
渡
に
は
多
く
の
修
験
が
渡
り
、
彼
ら
が
「
念
仏
」「
和

讃
」
を
広
め
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
な
お
仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会
の
『
民
間
念
仏
信
仰
の
研
究
（
資
料
編
）』
に
は
、
新
潟

県
佐
渡
郡
小
木
町
小
比
叡
部
落
（
現
、
佐
渡
市
）
の
事
例
と
し
て
、「
葬
式
出
棺
の
際
に
念
仏
講
中
が
行
な
う
。
五
輪
塔
形
の
紙
に

四
十
九
の
穴
を
刷
っ
た
紙
あ
り
、
釘
念
仏
を
と
な
え
な
が
ら
そ
の
釘
穴
を
一
つ
づ
つ
墨
で
ぬ
り
つ
ぶ
す
。
こ
の
念
仏
の
間
に
和
讃
を

唱
え
る
。」
と
い
う
〔
仏
教
大
学
民
間
念
仏
研
究
会　

一
九
六
六　

一
九
〇
〕。
民
衆
が
ど
こ
ま
で
「
念
仏
」
と
「
和
讃
」
を
区
別
化

し
て
い
た
か
不
明
で
あ
る
。
岡
部
が
紹
介
す
る
「
念
仏
」
も
近
隣
地
域
で
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
「
釘
抜
餅
」
の
呼
称
が
広
が

る
岡
山
市
で
「
和
讃
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
た
と
の
報
告
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
逆
に
「
和
讃
」
が
さ
か
ん
に
行
わ
れ
た
佐

渡
で
は
「
釘
抜
餅
」
の
呼
称
や
伝
承
は
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
「
四
十
九
日
の
餅
」
と
し
て
の
、
釘
抜
き
餅

の
成
立
が
、
必
ず
し
も
「
念
仏
」
や
「
和
讃
」
だ
け
に
も
と
め
ら
れ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

（
三
）
絵
解
き

次
に
考
え
ら
れ
る
の
は
「
絵
解
き
」
で
あ
る
。
中
で
も
「
熊
野
歓
心
十
界
図
」
は
絵
解
き
の
形
で
民
衆
に
広
ま
っ
た
。
こ
の

「
熊
野
歓
心
十
界
図
」
に
は
、
地
獄
で
釘
を
打
た
れ
て
い
る
人
の
横
に
餅
ら
し
き
も
の
が
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
こ
と
が
、『
図
説　

日
本
の
仏
教
』
中
の
赤
井
達
郎
に
よ
る
「
絵
解
き
と
勧
進
」
で
紹
介
さ
れ
た
図
の
写
真
か
ら
見
て
と
れ
る
〔
赤
井　

一
九
九
〇　

二
三
三
〕。
赤
井
は
「
十
六
世
紀
も
な
か
ば
を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
、
彼
女
（
熊
野
比
丘
尼
）
た
ち
は
「
熊
野
歓
心
十
界
曼
荼
羅
」
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と
よ
ば
れ
る
地
獄
・
極
楽
図
を
絵
解
き
」
し
て
い
た
と
い
い
〔
赤
井　

一
九
九
〇　

二
三
四
〕（（　

）
内
筆
者
）、「
そ
の
絵
解
き
の

対
象
を
女
性
に
し
ぼ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
」、「
つ
ね
に
諸
方
を
め
ぐ
っ
て
絵
解
き
し
て
い
た
」
と
い
う
〔
赤
井　

一
九
九
〇　

二
三
五
〕。
赤
井
に
従
う
な
ら
ば
、
近
世
初
頭
に
は
絵
解
き
に
よ
っ
て
、
各
地
に
地
獄
の
様
子
が
、
女
性
を
介
し
て
広
が
っ
て
い
た

こ
と
が
推
察
で
き
る
。
針
山
地
獄
の
絵
の
中
に
描
き
こ
ま
れ
て
い
る
餅
が
絵
解
き
さ
れ
る
こ
と
は
、
か
な
り
の
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え

た
の
で
は
な
い
か
。

高
達
は
「
こ
の
餅
は
四
十
九
餅
で
、
釘
抜
き
念
仏
を
示
す
場
面
で
あ
ろ
う
と
漠
然
と
思
っ
て
い
た
」
が
〔
高
達　

二
〇
〇
二　

九
九
〕、「
さ
ら
に
検
討
し
た
結
果
か
ら
言
え
ば
、
こ
の
場
面
釘
抜
念
仏
で
あ
り
、
餅
は
四
十
九
餅
で
あ
る
」
と
結
論
付
け
た
〔
高
達

二
〇
〇
二　

一
〇
一
〕。
そ
の
根
拠
と
し
て
、「「
観
心
十
界
図
」
の
餅
の
描
か
れ
方
は
、
諸
本
に
よ
り
、
餅
に
釘
が
打
た
れ
て
い
る

か
、
釘
は
な
く
餅
だ
け
か
、
と
い
う
違
い
が
認
め
ら
れ
」
る
こ
と
に
よ
る
〔
高
達　

二
〇
〇
二　

一
〇
一
〕。
そ
れ
で
も
「
管
見
の

範
囲
で
は
「
観
心
十
界
図
」
の
当
該
場
面
が
釘
念
仏
で
あ
る
こ
と
と
、
餅
が
四
十
九
餅
で
あ
る
こ
と
併
せ
て
指
摘
し
た
論
考
は
な
」

い
と
い
う
〔
高
達　

二
〇
〇
二　

一
〇
二
〕。
そ
の
中
で
、
高
達
は
、
日
光
の
釘
抜
念
仏
の
信
仰
の
広
が
り
が
「
観
心
十
界
図
」
に

影
響
を
与
え
た
と
す
る
〔
高
達　

二
〇
〇
二　

一
〇
六
〕。
高
達
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
こ
の
「
餅
」
が
「
四
十
九
日
の
餅
」
で
あ

る
と
す
る
な
ら
ば
、「
釘
縁
起
」
や
「
和
讃
」
に
お
け
る
「
釘
抜
」
と
「
餅
」
と
の
関
連
性
が
具
象
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

絵
図
を
基
に
し
た
絵
解
き
で
、
餅
が
ど
の
よ
う
に
説
か
れ
た
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
釘
抜
念
仏
や
釘
抜
和
讃
を
背
景
と
し
て
、

四
十
九
日
の
餅
の
意
味
を
含
め
て
説
か
れ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
赤
井
は
「
熊
野
比
丘
尼
が
絵
解

き
を
し
た
の
は
、
近
世
初
頭
の
ほ
ぼ
一
世
紀
間
と
み
て
よ
か
ろ
う
。」
と
も
指
摘
す
る
〔
赤
井　

一
九
九
〇　

二
三
四
〕。
す
る
と
諸

方
を
め
ぐ
る
熊
野
比
丘
尼
が
、
女
性
を
対
象
に
し
て
「
熊
野
観
心
十
界
図
」
の
絵
解
き
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
中
に
は
、「
餅
」
が

描
か
れ
て
い
た
。
し
か
も
「
図
」
に
よ
っ
て
は
釘
が
打
た
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
こ
れ
を
背
景
に
し
て
、
近
世
初
頭
に
「
四
十
九

日
の
餅
」
の
観
念
が
広
が
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
さ
ら
に
「
念
仏
」
や
「
和
讃
」
の
広
が
り
に
よ
っ
て
釘
抜
餅
が
成
立

四
三

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



し
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

民
俗
事
例
を
見
る
な
ら
ば
、『
小
山
市
史
』
に
、「
四
十
九
日
目
に
は
、
ワ
ラ
ジ
を
つ
く
っ
て
、
ブ
タ
メ
シ
ま
た
は
ブ
タ
モ
チ
（
餅

飯
に
あ
ん
こ
を
盛
っ
た
も
の
）
を
ワ
ラ
ジ
の
底
に
ぬ
り
つ
け
て
、
お
墓
に
供
え
る
習
俗
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
仏
が
針

（
ま
た
は
ツ
ル
ギ
）
の
山
を
登
る
と
き
す
べ
ら
な
い
で
楽
に
登
れ
る
よ
う
に
と
い
う
俗
信
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。」
と
あ
る
〔
小

山
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
七
八　

四
三
二
〕。
こ
の
事
例
で
は
、
体
に
釘
が
打
た
れ
る
の
で
は
な
く
、
針
山
で
あ
る
と
こ
ろ
が
、

「
熊
野
観
心
十
界
図
」
な
ど
の
地
獄
絵
図
に
基
づ
く
伝
承
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
四
）
釘
抜
餅
の
地
域
的
遍
在
性
と
修
験
の
問
題

と
こ
ろ
で
、「
釘
抜
餅
」
と
呼
ぶ
地
域
は
岡
山
市
を
中
心
と
し
て
遍
在
的
に
み
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
指
摘
し
て
い
る
。
餅
を
供

え
る
こ
と
が
体
に
打
た
れ
た
釘
を
抜
く
た
め
と
説
明
さ
れ
て
い
た
。
五
来
に
従
う
な
ら
ば
、
こ
れ
は
「
中
世
日
光
修
験
の
影
響
」
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
直
接
的
に
岡
山
市
及
び
そ
の
近
郊
で
日
光
修
験
と
の
関
係
性
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。
宮
家
準
は
「
熊

野
本
宮
長
床
衆
は
中
世
期
に
は
備
前
児
島
の
熊
野
社
領
の
林
（
倉
敷
市
林
）
に
新
熊
野
権
現
を
勧
請
し
て
い
た
。
児
島
五
流
・
五
流

修
験
と
通
称
さ
れ
る
彼
ら
は
、
同
地
な
ら
び
に
近
く
の
熊
野
関
係
の
荘
園
の
管
理
に
携
わ
る
と
と
も
に
こ
こ
を
拠
点
に
西
国
に
配
下

を
擁
し
、
活
発
な
活
動
を
行
っ
た
。」
と
指
摘
す
る
〔
宮
家　

二
〇
一
二
ａ　

一
八
八
〕。
さ
ら
に
「
備
前
国
瀬
戸
内
市
の
下
笠
加
に

は
、
那
智
本
願
の
一
つ
御
前
庵
主
の
流
れ
を
汲
む
熊
野
比
丘
尼
の
拠
点
が
あ
っ
た
。
宝
暦
二
年
（
一
七
五
二
）
に
同
村
の
山
伏
組
大

楽
院
と
清
楽
院
が
記
し
た
「
邑
久
郡
下
笠
旧
記
」
に
よ
る
と
、
天
文
年
間
（
一
五
三
二
～
五
五
）
に
公
家
の
娘
松
業
姫
が
五
人
の
弟

子
と
こ
の
地
に
来
て
尼
寺
を
開
い
た
。
そ
の
後
、
弘
治
年
間
（
一
五
五
五
～
五
八
）
御
前
庵
主
を
隠
居
し
た
宗
永
が
教
学
院
と
い
う

熊
野
山
伏
と
と
も
に
こ
の
地
に
来
て
、
松
業
姫
が
開
い
た
尼
寺
を
西
等
山
道
場
寺
と
名
付
け
て
西
国
比
丘
尼
の
本
寺
と
し
た
。
そ
の

後
、
道
場
寺
は
教
学
院
が
兼
帯
し
た
。
な
お
教
学
院
は
大
楽
院
と
清
楽
院
に
分
か
れ
た
が
、
と
も
に
当
山
十
二
大
先
達
の
三
輪
山
に

所
属
し
て
い
た
。
そ
の
配
下
に
は
六
人
の
熊
野
比
丘
尼
が
い
た
。
彼
女
ら
は
「
熊
野
縁
起
絵
巻
」「
那
智
参
詣
曼
荼
羅
」「
地
獄
極
楽
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の
絵
」
の
絵
解
き
を
し
て
熊
野
の
勧
進
に
あ
た
っ
た
。
こ
れ
ら
は
現
在
同
村
の
武
久
伯
美
氏
が
所
蔵
し
て
い
る
。
な
お
同
家
に
は
こ

の
他
牛
王
宝
印
、
大
黒
の
版
木
、
比
丘
尼
が
携
行
し
た
あ
が
た
箱
が
伝
わ
っ
て
い
る
。」〔
宮
家　

二
〇
一
二
ａ　

一
八
一
〕、「
備
中

国
で
は
、
南
北
朝
期
の
貞
治
四
年
（
南
朝
正
平
二
〇
、一
三
五
六
）
に
小
坂
荘
（
浅
口
市
鴨
方
）
の
大
弐
公
定
覚
、
同
六
年
（
南
朝

正
平
二
二
、一
三
六
七
）
に
同
荘
の
大
仁
房
が
先
達
を
務
め
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
同
期
の
備
中
国
の
先
達
に
は
、
大
夫
公
、
上
津
井

（
上
中
津
井
、
真
庭
市
北
房
町
）
の
智
仙
坊
、
浅
原
宮
内
卿
（
倉
敷
市
浅
原
安
養
寺
）
な
ど
が
見
ら
れ
る
。
一
方
檀
家
に
つ
い
て
は

永
和
四
年
（
南
朝
天
授
四
、一
三
七
八
）
の
売
券
に
成
羽
の
里
（
高
梁
市
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
至
徳
三
年
（
南
朝
元
中
三
、

一
三
八
六
）
の
檀
那
去
渡
状
や
明
徳
五
年
（
一
三
九
四
）
の
檀
那
譲
与
置
文
に
は
、
備
中
国
の
檀
那
と
の
記
載
が
認
め
ら
れ
る
。
そ

の
後
、
室
町
、
戦
国
期
に
は
比
較
的
広
範
囲
に
先
達
・
檀
那
が
分
布
し
て
い
る
。」
と
指
摘
す
る
〔
宮
家　

二
〇
一
二
ｂ　

三
三
二

～
三
三
三
〕。
宮
家
に
従
う
な
ら
ば
、
中
世
に
は
、
備
前
国
・
備
中
国
に
熊
野
修
験
が
多
く
活
動
し
、
そ
の
下
に
位
置
す
る
熊
野
比

丘
尼
の
活
動
も
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
宮
家
は
「
戦
国
末
か
ら
江
戸
初
頭
に
か
け
て
、
熊
野
の
新
宮
庵
主
・
神
倉
妙

心
寺
。
那
智
の
本
願
に
属
し
た
比
丘
尼
や
山
伏
は
、「
熊
野
縁
起
絵
巻
」「
那
智
参
詣
曼
荼
羅
」「
観
心
十
界
曼
荼
羅
（
熊
野
の
絵
）」

な
ど
を
持
っ
て
各
地
で
勧
進
し
た
。」
と
も
指
摘
し
て
お
り
〔
宮
家　

二
〇
一
二
ａ　

一
七
八
〕、
赤
井
や
高
達
の
論
を
勘
案
す
る
な

ら
ば
、
備
前
・
備
中
国
で
熊
野
修
験
が
活
発
に
活
動
し
、「
熊
野
観
心
十
界
絵
図
」
に
よ
る
絵
解
き
も
行
わ
れ
て
い
た
と
推
察
さ
れ

る
。五

流
修
験
は
、「
五
つ
の
山
伏
寺
を
意
味
し
、
五
流
尊
瀧
院
の
ほ
か
、
太
法
院
・
建
徳
院
・
報
恩
院
・
伝
法
院
で
、
熊
野
十
二
社

権
現
（
林
）
の
周
辺
に
あ
っ
た
。
江
戸
時
代
に
な
る
と
、
香
川
県
の
塩
飽
本
島
に
所
在
し
た
吉
祥
院
を
も
含
め
て
六
つ
の
山
伏
寺

を
五
流
修
験
、
単
に
五
流
と
称
す
が
、
現
存
す
る
の
は
五
流
尊
瀧
院
の
み
で
あ
る
。」
と
い
う
〔
倉
敷
市
研
究
会　

一
九
九
六　

五
二
六
〕。
五
流
修
験
の
本
拠
地
と
の
距
離
の
関
係
か
ら
、「
釘
抜
餅
」
の
呼
称
と
由
来
が
岡
山
市
と
そ
の
近
郊
に
遍
在
す
る
と
考
え

ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。
し
か
し
、
二
〇
一
五
年
に
現
存
す
る
尊
瀧
院
近
辺
及
び
下
津
井
で
調
査
し
た
が
、「
釘
抜
餅
」
の
呼
称
や
そ

四
五

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



の
由
来
を
知
る
人
に
出
会
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
だ
け
で
は
な
く
、
四
十
九
日
に
餅
は
搗
か
な
い
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
修
験
が

衰
退
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
伝
承
が
忘
却
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
本
拠
地
は
児
島
に
あ
っ
た
が
、
活
動
は

現
在
の
岡
山
市
内
が
中
心
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
岡
山
市
内
で
伝
承
が
残
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。

六
、一
升
餅

四
十
九
日
の
餅
が
仏
教
的
観
念
を
基
底
と
し
て
、
四
十
九
個
に
分
け
ら
れ
る
こ
と
は
す
で
に
見
て
き
た
が
、
こ
こ
で
、
も
う
一
つ

大
き
な
問
題
が
あ
る
。
岡
山
県
久
米
郡
大
井
西
及
び
宮
部
村
（
現
、
津
山
市
）
で
は
、「
一
升
で
一
う
す
の
餅
を
搗
き
、
四
十
九
に

も
み
分
け
る
。」
と
あ
る
〔
立
石　

一
九
六
二
・
一
九
八
二　

五
・
五
〕。
た
だ
四
十
九
個
作
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
が
「
一
升
」
か
ら

作
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
、「
一
升
か
ら
」
を
強
調
す
る
地
域
は
広
く
認
め
ら
れ
る
。
紙
幅
の
関
係
で
す
べ
て
の
地
域
を
あ

げ
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
先
に
紹
介
し
た
、
奈
良
県
吉
野
郡
川
上
村
柏
木
や
京
都
府
大
山
崎
町
で
も
、「
き
っ
ち
り
一
升
で
つ
く
る

も
の
」
と
い
う
〔
大
山
崎
町
史
編
纂
委
員
会　

一
九
八
三　

八
一
一
〕。「
き
っ
ち
り
一
升
で
」
と
の
こ
と
か
ら
、「
一
升
」
で
あ
る

こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
福
島
県
鹿
島
町
（
現
、
南
相
馬
市
）
で
は
「
餅
は
一
升
搗
い
て
四
十
九
に
ま
る
め
る
。

そ
れ
で
ふ
だ
ん
は
一
升
餅
は
搗
く
な
と
い
う
。」
と
報
告
さ
れ
〔
鹿
島
郷
土
誌
編
纂
委
員
会　

一
九
八
〇　

三
九
三
〕、
や
は
り
「
一

升
」
の
餅
を
搗
く
こ
と
は
特
別
視
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
、
宮
城
県
七
ヶ
宿
町
上
戸
沢
で
は
「
寺
に
一
升
納
め
る
」
と
の
こ
と
で
あ
り
〔
宮
城
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
四
・
一
九
九
五

四
九
・
九
二
八
〕、
四
十
九
個
の
餅
を
作
る
と
の
報
告
に
な
っ
て
い
な
い
。
愛
知
県
西
春
町
（
現
、
北
名
古
屋
市
）
で
は
、「
忌
明
け

に
は
、
普
通
よ
り
少
し
大
き
め
の
餅
を
搗
く
（
九
之
坪
東
辰
巳　

石
橋
）。
餅
は
一
つ
一
升
ぐ
ら
い
の
大
き
さ
の
餅
で
、
こ
れ
を
ト

イ
ア
ゲ
モ
チ
と
い
」
う
と
い
う
〔
西
春
町
史
編
集
委
員
会　

一
九
八
四　

七
一
二
〕。
西
春
町
九
之
坪
東
辰
巳
・
石
橋
で
は
、
一
升
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を
分
け
る
の
で
は
な
く
、
一
升
の
ま
ま
配
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
「
一
升
」
で
あ
る
こ
と
に
意
味
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
事
例
か
ら
切
り
分
け
る
に
し
て
も
、「
一
升
」
で
あ
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
付
与
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。
一

方
で
「
一
臼
」
と
す
る
地
域
も
み
ら
れ
る
。
埼
玉
県
吉
川
市
で
は
「
二
升
五
合
か
ら
三
升
の
米
を
使
い
、
一
臼
を
四
九
個
に
分
け
て
、

四
十
九
餅
を
搗
い
た
。
座
敷
に
茣
蓙
を
敷
い
て
、
直
径
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
小
餅
四
八
個
を
使
っ
て
体
と
両
手
、
両
足
の
形
に
並
べ
、

直
径
一
五
セ
ン
チ
く
ら
い
の
大
き
い
餅
一
個
を
頭
と
し
て
乗
せ
、
人
体
を
象
っ
て
並
べ
る
。
こ
れ
を
皆
で
拝
む
」
と
い
う
〔
吉
川
市

史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
〇　

三
五
六
〕。
成
田
市
で
は
「
一
臼
の
餅
を
何
人
か
（
五
人
ぐ
ら
い
と
か
）
で
搗
い
た
。」〔
成
田
市

史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
八
二　

三
一
二
〕、
大
和
市
中
福
田
・
下
和
田
で
は
、「
四
十
九
日
に
は
早
朝
に
一
臼
の
餅
を
つ
き
、
薄
く

の
し
て
枡
の
底
で
四
十
九
に
切
っ
た
も
の
を
四
十
九
餅
と
い
っ
て
寺
に
納
め
、
残
り
は
そ
の
と
き
に
集
ま
っ
た
人
達
が
塩
を
つ
け
て

食
べ
た
。」
と
い
う
〔
大
和
市　

一
九
九
六　

二
三
一
〕。
こ
れ
ら
の
事
例
で
は
「
一
臼
」
に
意
味
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

福
岡
県
春
日
市
須
玖
で
は
「
平
素
は
、
一
升
餅
は
搗
く
も
の
で
は
な
い
」〔
春
日
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

一
九
九
四　

四
九
二
〕、
米

沢
市
三
久
保
・
西
屋
敷
で
は
「
臼
を
な
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」〔
置
賜
民
俗
学
会　

一
九
七
四
・
一
九
九
五　

七
三
・
六
一
一
〕
と
言

わ
れ
て
い
る
。
四
十
九
日
の
忌
明
け
に
餅
を
搗
く
こ
と
、
四
十
九
日
に
霊
が
あ
の
世
へ
旅
立
つ
と
い
う
こ
と
か
ら
、
餅
を
搗
く
こ
と

と
霊
の
移
行
が
連
想
さ
れ
る
こ
と
で
、「
一
升
餅
を
搗
い
て
は
な
ら
な
い
」「
臼
を
な
ら
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
言
わ
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る
が
、「
一
升
」、「
一
臼
」
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
容
量
と
し
て
必
ず
し
も
「
一
臼
」
＝
「
一
升
」
と
は
限
ら

な
い
が
、「
一
」
に
何
ら
か
の
意
味
、
つ
ま
り
呪
術
性
が
認
め
ら
れ
て
い
た
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

四
七

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



七
、
誕
生
儀
礼
と
の
関
係

と
こ
ろ
で
、
平
出
鏗
二
郎
は
『
東
京
風
俗
志
下
』
の
中
に
「
誕
生
日
前
に
既
に
そ
の
児
の
歩
み
得
る
に
は
、
一
升
搗
の
鏡
餅
を
背

に
負
は
し
め
」
と
の
一
文
が
あ
る
〔
平
出　

二
〇
〇
〇
ｂ　

九
九
〕。『
東
京
風
俗
志
』
は
「
序
」
の
最
後
に
「
明
治
三
十
一
年
十
二

月
中
浣
」
と
あ
り
〔
平
出　

二
〇
〇
〇
ａ　

二
四
〕、
明
治
時
代
中
期
の
東
京
の
世
相
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
明

治
時
代
中
期
の
東
京
で
は
右
の
習
俗
が
み
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
『
大
磯
町
史
』
に
「
赤
ん
坊
が
初
誕
生
の
前
に
歩
く
と
、

一
升
餅
を
搗
い
て
、
赤
ん
坊
に
背
負
わ
せ
た
。
こ
れ
を
「
ブ
ッ
サ
リ
餅
」、
あ
る
い
は
「
一
升
餅
」
な
ど
と
い
っ
て
い
た
。」
と
の
報

告
が
あ
る
〔
大
磯
町　

二
〇
〇
三　

四
五
八
〕。
こ
こ
で
興
味
深
い
の
は
、
誕
生
日
前
に
歩
く
と
い
う
条
件
付
き
な
が
ら
、「
一
升

餅
」
が
誕
生
（
産
育
）
儀
礼
で
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
先
に
み
た
四
十
九
日
の
「
一
升
の
餅
」
と
通
じ
る
も
の
と
い
え
る
。

さ
ら
に
堀
哲
は
『
三
重
の
文
化
伝
承
』
の
中
で
、
桑
名
郡
伊
曽
島
村
横
満
蔵
・
同
郡
長
島
村
殿
名
・
同
郡
楠
村
西
川
（
現
、
桑
名

市
）
の
事
例
と
し
て
、「
初
誕
生
に
は
誕
生
餅
を
つ
き
在
所
に
持
参
し
て
縁
者
に
配
る
。
在
所
か
ら
は
そ
の
返
礼
と
し
て
草
履
と
か

靴
な
ど
の
よ
う
な
履
物
が
贈
ら
れ
る
。
こ
の
餅
は
チ
カ
ラ
餅
と
か
足
形
餅
と
も
よ
ば
れ
、
足
の
形
に
か
た
ど
っ
て
作
ら
れ
て
い
る
が
、

そ
の
餅
を
子
供
に
背
負
わ
せ
て
三
歩
以
上
歩
く
と
丈
夫
な
子
に
成
長
す
る
と
い
わ
れ
た
。」
と
い
う
〔
堀　

一
九
七
八　

二
一
九
〕。

先
に
紹
介
し
た
よ
う
に
『
北
本
市
史
』
で
は
、「
葬
式
の
当
日
、
あ
る
い
は
翌
日
、
そ
し
て
死
後
七
日
ご
と
に
、
餅
や
団
子
を
つ
く

る
。
四
十
九
の
餅
（
団
子
）、
十
三
仏
の
餅
、
念
仏
餅
、
力
餅
な
ど
と
呼
ば
れ
」「
力
餅
は
、
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
と
会
葬
者
が

分
け
て
食
べ
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
う
呼
ば
れ
る
。」
と
あ
る
が
〔
北
本
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
九　

四
六
八
〕、
餅
が
霊
と
の
関
係
で

語
ら
れ
て
い
る
地
域
が
多
い
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、「
力
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に
」
と
の
説
明
は
、
遺
族
に
向
け
た
も
の
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
後
付
け
で
あ
る
こ
と
を
推
察
さ
せ
る
。

「
足
形
餅
」「
チ
カ
ラ
餅
」
は
と
も
に
「
四
十
九
日
の
餅
」
の
別
称
と
し
て
認
め
ら
れ
、
柳
田
も
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
の
中
で
取
り
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上
げ
て
い
る
が
〔
柳
田　

一
九
三
七　

八
四
〕、
誕
生
儀
礼
で
も
確
認
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
板
橋
春
夫
は
「
赤
子
が
生
ま

れ
る
と
す
ぐ
に
実
家
か
ら
チ
カ
ラ
ゴ
メ
（
力
米
）
と
鰹
節
が
贈
ら
れ
て
き
た
。」
と
の
事
例
を
報
告
し
て
い
る
〔
板
橋　

二
〇
〇
九　

一
〇
五
〕。「
餅
」
と
「
米
」
と
の
違
い
は
あ
る
が
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
移
行
を
具
現
化
す
る
も
の
と
し
て
、
同
様
の
観
念
が
認
め

ら
れ
よ
う
。

四
十
九
日
と
い
え
ば
、
葬
送
儀
礼
は
終
わ
っ
て
い
る
が
、
四
十
九
日
を
も
っ
て
霊
が
他
界
へ
移
行
す
る
と
考
え
る
な
ら
ば
、
他

界
か
ら
現
世
に
移
行
す
る
誕
生
儀
礼
と
の
関
連
性
を
持
つ
と
し
て
も
不
思
議
は
な
い
。「
餅
」
が
現
世
と
来
世
の
移
行
の
メ
タ
フ
ァ

ー
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
小
松
和
彦
は
蓑
笠
が
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
る
こ
と
を
指
摘
し
〔
小
松　

一
九
八
五　

二
一
五
〕、
筆
者
も
雨
乞
い
に
お
け
る
空
葬
礼
の
事
例
に
お
い
て
簔
笠
の
呪
術
性
に
つ
い
て
す
で
に
述
べ
て
い
る
〔
林　

二
〇
一
四　

二
八
～
三
一
〕。
簔
笠
が
メ
タ
フ
ァ
ー
と
し
て
の
役
割
を
持
つ
こ
と
は
、
三
重
県
で
の
蓑
吊
の
習
俗
や
徳
島
県
祖
谷
地
方
の
蓑
笠
人

形
の
事
例
、
そ
し
て
誕
生
儀
礼
関
係
と
し
て
は
、
群
馬
県
吾
妻
郡
原
町
（
現
、
吾
妻
町
）
で
「
後
の
も
の
の
お
り
な
い
時
は
、「
古

里
に
忘
れ
て
お
き
し
蓑
と
笠
、
お
く
り
給
え
や
観
世
音
菩
薩
」
と
い
う
歌
を
三
遍
唱
え
る
。」
と
の
報
告
〔
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会

編　

一
九
七
五　

二
四
四
〕
が
対
応
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
誕
生
儀
礼
と
し
て
、
群
馬
県
桐
生
地
方
で
、「
子
供
が
生
ま
れ
る
と

直
ち
に
米
一
升
を
御
飯
に
し
、
そ
の
お
初
を
産
神
に
供
し
、
別
に
御
飯
を
茶
碗
に
山
盛
り
に
し
、
釜
の
ふ
た
を
裏
返
し
に
し
（
膳
の

代
用
）、
そ
の
上
に
こ
の
茶
碗
を
の
せ
て
、
産
婦
の
枕
元
に
供
え
、
そ
の
残
り
を
な
る
べ
く
多
数
で
食
べ
る
。
オ
ボ
タ
テ
ノ
メ
シ
と

い
う
。」
こ
と
〔
恩
賜
財
団
母
子
愛
育
会
編　

一
九
七
五　

二
〇
八
〕、
ま
た
福
岡
県
直
方
地
方
で
は
、「
出
産
し
た
ら
す
ぐ
御
飯
を

炊
い
て
膳
に
の
せ
、
枕
元
に
置
く
。
ま
た
産
神
へ
燈
火
、
御
飯
に
石
を
の
せ
、
箸
を
つ
き
さ
し
た
も
の
を
供
え
る
。」
と
い
う
〔
恩

賜
財
団
母
子
愛
育
会
編　

一
九
七
五　

二
一
六
〕。
誕
生
に
関
す
る
儀
礼
に
お
い
て
、
釜
の
蓋
を
裏
返
し
に
す
る
、
ご
飯
に
箸
を
つ

き
さ
す
な
ど
、「
四
十
九
日
の
餅
」
と
し
て
の
「
引
っ
張
り
餅
」
と
同
様
の
所
作
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
蓑
笠
や
餅
が
単
に
、
生

と
死
の
移
行
の
メ
タ
フ
ァ
ー
と
な
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
葬
送
儀
礼
と
誕
生
儀
礼
の
間
に
関
係
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
と

四
九

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



い
え
る
。
板
橋
春
夫
は
、
館
林
市
上
三
林
・
下
三
林
地
区
の
事
例
か
ら
、
産
育
儀
礼
と
葬
送
儀
礼
の
対
比
を
行
い
、「
誕
生
か
ら

成
長
段
階
と
、
死
を
迎
え
て
か
ら
の
時
間
の
経
過
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
儀
礼
の
対
応
は
よ
く
似
て
い
る
」
と
指
摘
す
る
〔
板
橋　

二
〇
〇
九　

一
三
七
〕。
誕
生
儀
礼
と
葬
送
儀
礼
の
類
似
性
が
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

八
、
お
わ
り
に

「
四
十
九
日
」
が
区
切
り
と
さ
れ
た
、
そ
の
た
め
、
そ
の
日
に
餅
を
搗
く
こ
と
で
、
忌
明
け
や
別
れ
の
観
念
へ
と
広
が
っ
て
い
っ

た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
霊
の
旅
立
ち
の
弁
当
と
し
て
意
味
づ
け
ら
れ
る
こ
と
を
み
た
。
こ
の
場
合
、
死
者
の
霊
が
あ
の

世
へ
送
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
仏
教
の
教
え
が
前
面
に
出
さ
れ
て
い
る
場
合
、「
餅
＝
骨
、
骨
接
」
と
し
て
考
え
ら

れ
、
人
形
に
並
べ
ら
れ
た
り
、
釘
抜
き
の
た
め
の
も
の
と
し
て
観
念
さ
れ
た
り
し
て
い
た
。
人
形
に
並
べ
る
こ
と
は
、
再
生
を
願
う

観
念
か
、
あ
る
い
は
死
後
生
が
現
世
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
可
能
性
を
示
唆
す
る
。

餅
の
広
が
り
に
つ
い
て
は
、
釘
抜
和
讃
や
熊
野
比
丘
尼
に
よ
る
絵
解
き
に
あ
っ
た
可
能
性
が
指
摘
で
き
た
。
こ
の
場
合
、
魂
（
霊
）

の
送
り
で
は
な
く
、
救
い
の
観
念
に
基
づ
い
て
お
り
、
釘
抜
き
の
観
念
は
ま
さ
に
こ
の
場
合
に
あ
た
る
だ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
考
え
を

根
底
に
餅
を
搗
く
こ
と
が
行
わ
れ
、
忌
明
け
の
観
念
に
取
り
込
ま
れ
て
い
っ
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
た

め
に
同
じ
「
四
十
九
」
と
い
う
仏
教
的
な
意
味
を
持
つ
数
字
で
あ
り
な
が
ら
、
忌
明
け
（
霊
が
あ
の
世
へ
去
る
）、
そ
の
た
め
の
霊

（
魂
）
の
弁
当
や
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
象
徴
的
な
「
物
」
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

葬
送
儀
礼
に
お
い
て
、
出
棺
時
に
仮
門
を
作
る
、
茶
碗
を
割
る
、
野
辺
送
り
に
履
い
た
草
履
は
脱
ぎ
捨
て
て
く
る
、
な
ど
死
霊
の

帰
宅
を
妨
げ
よ
う
と
す
る
も
の
は
多
い
。
近
藤
直
也
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
死
霊
の
送
り
は
何
段
階
に
も
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

の
最
後
が
「
四
十
九
日
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
四
十
九
日
ま
で
は
魂
は
家
の
棟
に
い
る
」
と
い
う
伝
承
は
全
国
的
に
み
ら
れ
、
そ
こ
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で
「
餅
」
が
使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、「
四
十
九
」
と
い
う
日
数
は
仏
教
的
要
素
に
よ
る
も
の
で
あ
り
な
が
ら
も
、
忌
明
け
の
意
味
づ

け
が
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
餅
」
を
葬
式
の
と
き
に
搗
く
地
域
も
認
め
ら
れ
る
。
霊
の
送
り
と
し
て
の
「
餅
」
を
考
え
る

場
合
、
こ
の
時
期
の
違
い
は
霊
魂
観
の
重
層
性
が
根
底
に
あ
る
た
め
と
い
え
よ
う
。
つ
ま
り
霊
魂
観
の
仏
教
的
意
味
付
け
が
、
現
在

み
ら
れ
る
よ
う
な
形
に
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
誕
生
儀
礼
と
の
対
応
性
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
赤
田
光
男
と
板
橋
春
夫
は
、
葬
送
儀
礼
と
誕
生
儀
礼
の
対
応
表

を
作
っ
て
い
る
。
赤
田
は
出
産
祝
い
と
通
夜
、
三
日
祝
い
と
三
日
帰
り
、
お
七
夜
と
初
七
日
を
対
応
さ
せ
る
な
ど
誕
生
か
ら
の
時
系

列
と
葬
送
の
時
系
列
を
対
応
さ
せ
〔
赤
田　

一
九
八
四　

九
八
〕、
板
橋
は
死
亡
と
出
産
を
対
応
さ
せ
、
そ
の
後
の
対
応
の
形
は
赤

田
と
同
様
で
あ
る
〔
板
橋　

二
〇
〇
九　

一
三
三
～
一
三
四
〕。
ど
ち
ら
も
、
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の
で
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さ
ん
委
員
会　

一
九
九
一　
『
三
郷
市
史　

第
九
巻　

別
編　

民
俗
編
』
三
郷
市
。

御
嵩
町
史
編
さ
ん
室　

一
九
八
五　
『
御
嵩
町
史　

民
俗
編
』
御
嵩
町
。
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宮
城
県
教
育
委
員
会　

一
九
七
四　
「
宮
城
県
文
化
財
調
査
報
告
書　

第
34
集　

山
中
七
ヶ
宿
の
民
俗　

昭
和
48
年
度
民
俗
資
料
緊
急
調
査
報
告
」（
復

刻　

大
島
暁
雄
・
松
崎
憲
三
・
宮
本
袈
裟
雄
・
三
崎
一
夫
『
日
本
民
俗
調
査
報
告
書
集
成　

北
海
道
・
東
北
の
民
俗　

宮
城
県
編
』
三
一
書
房
、

一
九
九
五
）

宮
家
準　

二
〇
一
二
a　
『
修
験
道
―
そ
の
伝
播
と
定
着
―
』
法
蔵
館
。

　
　
　
　

二
〇
一
二
ｂ　
『
修
験
道
の
地
域
的
展
開
』
株
式
会
社
春
秋
社
。

宮
武
省
三　

一
九
二
一　
「
亡
者
と
葬
祭
に
關
す
る
奇
風
」『
民
族
と
歴
史
』
第
五
卷
第
六
號
、
民
族
と
歴
史
編
輯
所
、
日
本
學
術
普
及
會
。

望
月
董
弘　

一
九
七
九　
「
静
岡
県
の
葬
送
・
墓
制
」『
南
中
部
の
葬
送
・
墓
制
』
明
玄
書
房
。

柳
田
國
男　

一
九
三
七　
『
葬
送
習
俗
語
彙
』
岩
波
書
店
。

　
　
　
　
　

一
九
六
二　
「
食
物
と
心
臓
」『
定
本　

柳
田
國
男
全
集
』
第
十
四
卷
、
筑
摩
書
房
。

大
和
市　

一
九
九
六　
『
大
和
市
史　

８
（
下
）　

別
編
民
俗
』。

吉
川
市
史
編
さ
ん
委
員
会　

二
〇
一
〇　
『
吉
川
市
史　

民
俗
編
』
吉
川
市
。

五
五

四
十
九
日
の
餅
の
成
立
と
意
味
に
つ
い
て



Rice cakes that prepared for the day to forty-ninth days after the death 
of the person is called “Shijuukuniti-no-Mochi” and is seen in the whole 
country in Japan. Tradition about the name and meaning is various. 

“Shijuukuniti-no-Mochi” is often talked about in connection with the 
spirits of the dead. It is said that the spirits of the dead is in the house 
posthumously during 49 days, and it is said that the spirits leaves for the 
next world after this day. On this day, the person makes “Shijuukuniti-
no-Mochi” as an end of mourning, and “Shijuukuniti-no-Mochi”is said 
to be the lunch of the spirits. Therefore, death from life can regard 

“Shijuukuniti-no-Mochi”as a metaphor to transfer it.
There is the area arranging “Shijuukuniti-no-Mochi” in the form of the 

person. In this area, there are tradition that “Shijuukuniti-no-Mochi” ties 
the bone of the person or it is bone itself. It is thought that this depends 
on influence of the Buddhism.

Mochi for the Forty-ninth. Study on the origin and the Meaning of Rice 
cakes prepared for the day to commemorate the dead in Japanese.

HAYASHI Eiichi 
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